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こ
の
風
刺
画
は
、
一
八
九
三
年
四
月
二
二
日
付
け
の
風
刺
雑
誌
『
團
團
珍
聞
』
に

掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
見
開
き
で
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
画
に
描
か
れ
て
い
る
文
書
箱
に
は
、「
史
誌
」、「
編
纂
」
の
文
字
が
記
さ
れ

て
い
る
。
箱
を
運
搬
す
る
男
た
ち
の
頭
部
は
そ
れ
ぞ
れ
、
書
道
具
の
筆
、
墨
、
硯
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
人
が
「
車
留
（
荷
車
を
止
め
よ
）」
と
書
か
れ
た
表

札
を
指
さ
し
て
い
る
。
こ
の
画
の
説
明
書
き
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

忌
々
シ
。
斯こ

う
パ
ツ
タ
リ
留と

め
ら
れ
る
ト
知し

つ

た
ら
、
早
く
外ほ

か

に
抜
け
道
を
取
た

も
の
ヲ
忌
々
し
い
。
今
更
堂ど

う

に
も
仕
様
か
無
い
。
ハ
テ
一
ツ
尻へ

間ま

に
な
る
、
み

ん
な
斯
ん
な
も
ん
だ
。
又
新
規
に
出
直
す
ト
仕し

た
処
が
、
矢
張
り
漢
が
く
、
イ

ヤ
サ
か
ん
が
へ
も
ん
だ
ト
云
ふ
事
ヨ
。（「
漢
が
く
」
と
「
か
ん
が
へ
」
が
少
々

ぎ
こ
ち
な
い
洒
落
に
な
っ
て
い
る（

（
（

）

（
傍
線
部
分
は
筆
者
に
よ
る
編
集
）

こ
の
『
團
團
珍
聞
』
の
風
刺
画
を
描
い
た
者
は
、
風
刺
さ
れ
て
い
る
漢
学
が
何
ら

か
の
行
き
詰
ま
り
に
至
っ
た
こ
と
を
明
確
に
感
じ
と
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
本
当
に

漢
学
は
行
き
詰
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
本
当
な
ら
、
ど
の
よ
う
に
行
き
詰
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
何
故
こ
の
時
代
の
こ
の
時
期
に
行
き
詰
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

表
面
的
に
は
答
え
は
簡
単
で
あ
る
。
こ
の
風
刺
画
が
掲
載
さ
れ
る
数
日
前
の
一
八

九
三
年
四
月
一
〇
日
に
、
井
上
毅
文
部
大
臣
が
「
史
誌
編
纂
掛
」（
現
在
の
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
の
前
身
）
の
閉
鎖
を
命
令
し
た
の
で
あ
る
。
井
上
文
部
大
臣
は
こ
の

研
究
集
会
報
告

修
史
・
漢
学
・
国
家
―
―
古
典
的
学
問
と
国ネ

ー
シ
ヨ
ン家

的
学
問
の
あ
い
だ
―
―

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
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命
令
の
理
由
と
し
て
、
次
の
二
つ
の
点
を
挙
げ
て
い
る
。

（
一
）
史
誌
編
纂
掛
は
設
立
か
ら
の
二
〇
年
間
で
、
期
待
さ
れ
た
結
果
、
つ
ま
り

日
本
の
正
史
と
し
て
期
待
さ
れ
た
も
の
を
生
み
出
し
て
こ
な
か
っ
た
。（
二
）
歴
史

が
漢
文
で
書
か
れ
て
い
た
。
井
上
の
言
に
よ
れ
ば
、
漢
文
は
行
政
お
よ
び
教
育
に
お

い
て
も
は
や
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た（

（
（

。

こ
う
し
た
批
判
の
声
を
上
げ
た
の
は
井
上
が
最
初
で
は
な
か
っ
た
。
国
の
公
式
の

歴
史
を
記
述
す
る
言
語
に
漢
文
を
選
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
も
常
に
論

争
が
あ
っ
た（

（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
風
刺
画
が
暗
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
問
題
と

な
っ
て
い
た
の
は
漢
文
と
い
う
言
語
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
言
語
が
表
す
学
問
の
伝

統
、
つ
ま
り
漢
学
の
方
だ
っ
た
よ
う
な
の
で
あ
る
。
何
故
こ
れ
が
興
味
深
い
の
か
と

言
う
と
、
史
誌
編
纂
掛
で
行
わ
れ
て
い
た
仕
事
を
超
え
た
何
か
を
暗
示
し
て
い
る
よ

う
に
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。

私
は
拙
著
『
一
九
世
紀
の
日
本
に
お
け
る
歴
史
と
国
家
（H

istory and the 
State in N

ineteeth-Century Japan

）』（
以
下
『
歴
史
と
国
家
』
と
言
う
）
の

中
で
、
一
八
九
三
年
に
起
き
た
主
要
な
出
来
事
の
叙
述
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
史

誌
編
纂
掛
の
閉
鎖
と
そ
の
研
究
専
門
機
関
（
現
在
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
と
し
て

知
ら
れ
る
機
関
の
前
身
）
と
し
て
の
再
出
発
を
取
り
上
げ
た
。
私
は
自
分
の
そ
の
叙

述
を
今
で
も
支
持
し
て
い
る
し
、
そ
の
た
め
同
書
第
二
版
で
も
修
正
を
入
れ
な
か
っ

た
（
（
（

。
し
か
し
な
が
ら
私
は
、
初
版
で
は
ほ
の
め
か
す
程
度
に
留
め
た
複
数
の
重
要
な

テ
ー
マ
が
存
在
す
る
と
思
っ
て
い
る
。
改
訂
版
に
は
「
世
界
、
国
家
、
近
代
的
過
去

の
追
及
（T

he W
orld, the N

ation and the Search for a M
odern Past

）」

と
い
う
副
題
を
付
け
た
。
こ
れ
は
私
が
本
の
中
で
明
示
的
に
扱
っ
て
い
る
ト
ピ
ッ
ク

の
説
明
と
い
う
よ
り
、
私
の
野
望
を
説
明
し
た
も
の
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
改

訂
版
に
は
改
訂
前
よ
り
も
多
少
長
い
「
前
書
き
」
を
付
け
、
そ
の
中
で
、
私
の
研
究

の
よ
り
幅
広
い
文
脈
に
加
え
、
憚
り
な
が
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な
文
脈
に
つ
い
て
の
記
述

も
書
き
加
え
て
い
る
。
新
し
い
前
書
き
で
は
、
一
．
国
家
と
近
代
世
界
、
二
．
国
家

の
歴
史
と
科
学
の
歴
史
と
い
う
、
二
つ
の
よ
り
幅
広
い
テ
ー
マ
を
紹
介
し
た
。

今
回
の
論
文
で
は
、
こ
の
二
つ
の
よ
り
幅
広
い
テ
ー
マ
に
関
係
し
た
観
点
か
ら
、

歴
史
と
国
家
と
い
う
ト
ピ
ッ
ク
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。
こ
の
論
文
に
お
い
て
「
古
典

的
」
学
問
お
よ
び
「
国
家
（
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
的
」
学
問
と
言
う
と
き
は
、
レ
ン
ズ
・

ボ
ッ
ト
氏
が
著
書
『
人
文
学
の
新
し
い
歴
史
（A

 N
ew

 H
istory of the H

um
an-

ities

（
（
（

）』
で
示
し
た
定
義
に
基
づ
き
区
別
し
て
い
る
。
ボ
ッ
ト
氏
の
著
書
の
内
容
は

（
全
て
で
は
な
い
が
）
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
扱
っ
て
お
り
、「
古
典
的
」
学
問

か
ら
「
国
家
（
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
的
」
学
問
へ
の
変
遷
を
、
近
代
に
お
け
る
人
文
学
の

最
も
重
要
な
発
展
の
一
つ
と
説
明
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
脈
に
お
い
て
、

「
古
典
」
と
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
お
よ
び
古
代
ロ
ー
マ
の
思
想
と
文
化
を
指
す
。
日
本

の
文
脈
で
は
古
代
中
国
が
こ
れ
に
相
当
す
る
が
、
私
と
し
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文

脈
外
に
お
け
る
近
代
国
家
と
密
接
に
関
係
し
た
近
代
学
問
の
登
場
に
つ
い
て
研
究
す

る
上
で
、
日
本
は
興
味
深
い
事
例
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

一
九
世
紀
お
よ
び
二
〇
世
紀
の
大
半
を
特
徴
付
け
る
の
は
国
民
国
家
の
出
現
で
あ

る
と
い
う
の
は
、
学
者
た
ち
の
概
ね
一
致
し
た
見
解
で
あ
る
。
支
配
的
な
国
家
形
態

と
し
て
帝
国
に
取
っ
て
替
わ
っ
た
の
が
国
民
国
家
で
あ
る
。
北
東
ア
ジ
ア
の
場
合
、

こ
れ
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
中
華
帝
国
に
よ
り
支
配
さ
れ
て
い
た
世
界
秩
序
が
、

ま
ず
欧
州
各
国
の
植
民
地
帝
国
拡
大
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
、
そ
の
後
、
西
洋
列
強
が

支
配
す
る
新
し
い
世
界
秩
序
に
お
い
て
一
定
の
地
位
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
国
民
国

家
体
制
に
形
を
変
え
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
は
こ
の
地
域
に
お
い
て

初
の
、
か
つ
最
も
強
固
に
統
合
さ
れ
た
国
民
国
家
と
な
り（

（
（

、
さ
ら
に
独
自
の
植
民
地

帝
国
ま
で
も
築
き
上
げ
た
。

も
う
一
つ
、
学
者
た
ち
の
意
見
が
一
致
し
て
い
る
の
は
、
人
文
諸
学
の
諸
領
域
の

発
展
、
特
に
私
た
ち
が
今
日
知
っ
て
い
る
史
料
批
判
を
重
視
す
る
近
代
的
な
歴
史
学

領
域
の
発
展
は
、
国
民
国
家
の
出
現
と
密
接
に
関
係
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
私
の
論
文
で
は
、
一
般
的
に
中
華
思
想
と
呼
ば
れ
る
地
政
学
的
秩
序
の
崩
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壊
と
、「
古
典
的
」
学
問
の
手
本
と
も
言
え
る
漢
学
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
で
詳
述

す
る
）
が
近
代
的
な
人
文
学
の
一
領
域
に
変
革
さ
れ
た
こ
と
と
の
関
係
に
つ
い
て
議

論
す
る
。
ま
た
、
漢
学
に
加
え
て
、
国
学
に
つ
い
て
も
手
短
に
触
れ
る
。
国
学
は
江

戸
時
代
に
発
展
し
た
学
問
で
あ
る
が
、
中
国
由
来
の
思
想
が
支
配
的
だ
っ
た
状
況
へ

の
反
発
と
い
う
の
が
、
発
展
の
一
つ
の
理
由
で
あ
っ
た
。
国
学
に
は
文
献
学
な
ど

様
々
な
分
野
が
あ
り
、
国
学
を
代
表
す
る
者
た
ち
は
、
史
誌
編
纂
掛
を
支
配
し
後
に

帝
国
大
学
の
史
料
編
纂
掛
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
る
漢
学
者
た
ち
の
考
証
学
的
手
法

を
共
有
し
て
い
た
。

日
本
に
と
っ
て
、
西
洋
列
強
に
よ
る
支
配
に
特
徴
付
け
ら
れ
る
こ
う
し
た
新
秩
序

の
受
容
と
、
そ
の
一
部
に
な
ろ
う
と
す
る
努
力（

（
（

は
、
一
八
六
八
年
の
明
治
維
新
と
共

に
始
ま
っ
た
。
明
治
維
新
と
は
、
徳
川
将
軍
に
よ
る
統
治
が
天
皇
を
中
心
と
し
た
新

政
府
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
出
来
事
で
あ
る
。
明
治
維
新
後
の
発
展
は
し
ば
し
ば
近

代
化
あ
る
い
は
西
洋
化
と
呼
ば
れ
る
が
、
そ
れ
は
話
の
一
面
に
過
ぎ
な
い
。

一
八
六
九
年
四
月
、
新
政
府
が
か
ろ
う
じ
て
成
立
す
る
と
（
実
際
に
国
家
統
一
が

始
ま
っ
た
の
は
、
中
央
政
府
樹
立
後
の
一
八
七
一
年
に
行
わ
れ
た
廃
藩
置
県
に
よ
っ

て
で
あ
る
）、「
明
治
天
皇
宸
翰
御
沙
汰
書
」
が
下
さ
れ
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、

新
政
府
に
よ
る
統
治
を
正
当
化
す
る
た
め
の
公
式
な
歴
史
編
纂
と
い
う
新
政
府
事
業

が
、
正
式
に
始
ま
っ
た
。
こ
の
事
業
は
最
終
的
に
、
本
論
文
の
初
め
に
述
べ
た
よ
う

に
、
一
八
九
三
年
に
中
止
と
な
っ
た
。

実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
う
し
た
公
式
の
歴
史
（
正
史
）
の
編
纂
事
業
は
、
中
国
歴
代

王
朝
の
歴
史
の
基
礎
と
な
っ
て
い
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
起
源
を
持
つ
。
つ
ま
り
、
儒

教
の
教
え
や
、「
中
国
」
こ
そ
普
遍
的
に
参
照
す
べ
き
世
界
で
あ
り
学
問
の
手
本
と

す
べ
き
世
界
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
浸
っ
た
世
界
観
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る（

（
（

。

以
下
の
テ
キ
ス
ト
は
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

修
史
ハ
萬
世
不
朽
ノ
大
典
、
祖
宗
ノ
盛
挙
ナ
ル
ニ
三
代
實
録
以
後
絶
テ
續
ナ
キ

ハ
豈
大
闕
典
ニ
非
ス
ヤ
、
今
ヤ
鎌
倉
已
降
武
門
專
權
ノ
弊
ヲ
革
除
シ
政
務
ヲ
振

興
セ
リ
、
故
ニ
史
局
ヲ
開
キ
祖
宗
ノ
芳
躅
ヲ
継
キ
、
大
ニ
文
教
ヲ
天
下
ニ
施
サ

ン
ト
欲
シ
総
裁
ノ
職
ニ
任
ス
、
須
ク
速
ニ
君
臣
名
分
ノ
誼
ヲ
正
シ
、
華
夷
内
外

ノ
辨
ヲ
明
ニ
シ
以
テ
天
下
ノ
綱
常
ヲ
扶
植
セ
ヨ（

（
（

（
中
国
の
概
念
を
最
も
明
白
に
反
映
し
て
い
る
部
分
に
傍
線
を
付
し
た
）

「
明
治
天
皇
宸
翰
御
沙
汰
書
」
で
命
じ
ら
れ
て
い
た
の
は
、
天
皇
の
政
治
的
権
力

が
頂
点
に
達
し
て
い
た
八
世
紀
お
よ
び
九
世
紀
の
古
代
日
本
で
編
纂
さ
れ
た
正
史
を

手
本
と
し
て
、
政
府
の
出
資
で
日
本
の
歴
史
を
編
纂
す
る
こ
と
で
あ
っ
た（

（1
（

。

「
明
治
天
皇
宸
翰
御
沙
汰
書
」
に
従
っ
て
、
以
下
の
よ
う
な
一
連
の
政
府
機
関
が

様
々
な
形
で
歴
史
の
編
纂
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

明
治
二
年　

（
一
八
六
九
年
）「
学
校
」
に
て
史
料
編
輯
国
史
校
正
局
を
開
局

明
治
五
年　

（
一
八
七
二
年
）
太
政
官
正
院
歴
史
課
設
置

明
治
八
年　

（
一
八
七
五
年
）
太
政
官
修
史
局

明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
年
）
太
政
官　

正
院
・
修
史
局
廃
止
、
修
史
館
設
置

明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
年
）�

修
史
館
職
制
改
正
、
次
年
か
ら
『
大
日
本
編
年
史
』

着
手

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
年
）�

太
政
官
廃
止
、
内
閣
設
置
。
内
閣
内
、
臨
時
修
史

局
付
置

明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
年
）�

臨
時
修
史
局
廃
止
、
帝
国
大
学
文
科
大
学
臨
時
編

年
史
編
纂
掛
設
置

明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
年
）�

臨
時
編
年
史
編
纂
掛
、
地
誌
編
纂
掛
と
合
併
、
史

誌
編
纂
掛
と
な
る

明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
年
）�『
大
日
本
編
年
史
』
停
止
、
史
誌
編
纂
掛
廃
止
（
明

治
二
八
年
、
史
料
編
纂
掛
設
置
）

こ
う
し
た
様
々
な
機
関
と
そ
の
仕
事
に
つ
い
て
は
拙
著
『
歴
史
と
国
家
』
の
中
で

述
べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
詳
述
し
な
い
。
最
終
的
な
計
画
は
「
明
治
天
皇
宸
翰
御
沙
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汰
書
」
に
従
っ
て
正
史
を
作
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
実
際
の
歴
史
編
纂
が
開

始
さ
れ
た
の
は
一
八
八
二
年
一
月
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
一
方
、
様
々
な
機
関

の
学
者
た
ち
が
、
史
料
編
纂
関
連
の
あ
ら
ゆ
る
作
業
を
行
っ
た
。
各
機
関
に
集
ま
っ

た
メ
ン
バ
ー
は
、
少
な
く
と
も
初
期
の
段
階
で
は
、
必
ず
し
も
著
名
な
学
者
だ
っ
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
重
要
な
点
で
あ
る
。
史
料
編
纂
に
携
わ
っ
た
者
た
ち
の

キ
ャ
リ
ア
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
者
は
別
の
部
局
か
ら
最
終
的
に
こ
こ
に
行
き

つ
い
た
と
い
う
も
の
た
ち
ば
か
り
だ
っ
た
。
政
府
は
彼
ら
を
あ
ま
り
使
い
物
に
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
史
料
編
纂
事
業
に
残
っ
た
者
た
ち
は

こ
の
仕
事
を
通
じ
て
、
史
学
家
と
し
て
の
ス
キ
ル
を
少
し
ず
つ
磨
い
て
い
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

一
八
八
二
年
に
開
始
さ
れ
た
『
大
日
本
編
年
史
』
の
編
纂
は
、
天
皇
の
治
世
を
中

心
と
し
た
厳
密
な
編
年
体
で
構
成
す
る
よ
う
計
画
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は

漢
文
で
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
当
時
、
修
史
局
を
支
配
し
て
い
た
の
は
漢

学
者
た
ち
で
あ
っ
た
の
で
、
漢
文
が
選
ば
れ
る
の
は
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
一
八
八
〇
年
代
ま
で
に
は
、
漢
文
で
記
す
と
い
う
決
定
が
問
題
視

さ
れ
、
論
争
が
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
知
識
と
学
問
に
関
す
る
根
本
的
か
つ

複
合
的
な
変
革
が
進
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
変
革
は
段
階
的
プ
ロ
セ
ス

を
経
て
起
こ
っ
て
い
た
た
め
、
具
体
的
な
日
付
を
示
す
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
一
八
七
九
年
だ
け
は
個
別
に
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
年

に
は
、
明
治
日
本
に
お
け
る
漢
学
の
変
革
を
示
す
も
の
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
複

数
の
出
来
事
が
あ
っ
た（

（1
（

。
こ
れ
ら
の
出
来
事
一
つ
一
つ
は
分
水
嶺
と
な
る
も
の
で
は

な
い
が
、
一
八
八
〇
年
代
に
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
っ
た
潮
流
の
い
く
つ
か
を
確
か
に

示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
八
七
九
年
六
月
、
修
史
館
編
修
官
の
一
人
で
あ
っ
た
重
野
安
繹
は
、
同
年
に
設

置
さ
れ
た
東
京
学
士
会
院
で
の
講
演
の
中
で
、
訓
読
か
ら
離
れ
現
代
の
中
国
語
お
よ

び
中
国
に
つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
、
な
ら
び
に
学
生
を
中
国
に
派
遣
し
て
国
家
に
有

効
に
貢
献
で
き
る
専
門
家
を
育
成
す
る
こ
と
を
主
張
し
た（

（1
（

。

同
年
秋
、
参
謀
本
部
管
西
局
長
の
桂
太
郎
（
一
八
四
八
―
一
九
一
三
。
後
に
陸
軍

大
臣
お
よ
び
内
閣
総
理
大
臣
と
な
る
）
は
、
北
清
地
方
を
調
査
の
た
め
に
旅
行
し

（
一
〇
月
）、
兵
制
・
軍
備
・
地
理
な
ど
の
調
査
の
た
め
に
北
清
地
方
へ
十
数
名
の
将

校
を
派
遣
し
た
。

こ
れ
ら
の
出
来
事
は
一
見
す
る
と
何
の
繋
が
り
も
な
い
よ
う
に
思
え
る
が
、
中
国

を
普
遍
的
な
モ
デ
ル
で
は
な
く
日
本
と
は
別
個
の
近
代
国
家
と
し
て
扱
お
う
と
す
る

潮
流
の
一
部
で
あ
っ
た
。
桂
の
よ
う
な
軍
人
に
と
っ
て
は
、
中
国
は
潜
在
的
な
敵
国

で
も
あ
っ
た（

（1
（

。

中
華
思
想
に
基
づ
く
世
界
秩
序
は
、
一
八
七
九
年
四
月
に
琉
球
王
国
が
日
本
に
統

合
さ
れ
沖
縄
県
と
な
っ
た
こ
と
で
、
さ
ら
に
危
う
い
も
の
と
な
っ
た
。
近
代
初
期
に

お
い
て
琉
球
王
国
は
概
ね
独
立
を
維
持
し
て
い
た
が
、
同
時
に
、
中
華
帝
国
へ
の
朝

貢
国
で
も
あ
っ
た
。
琉
球
王
国
は
一
六
〇
九
年
に
薩
摩
藩
に
よ
る
侵
略
を
受
け
、
薩

摩
藩
は
琉
球
の
政
治
監
督
権
を
主
張
し
た
。
明
治
政
府
は
樹
立
当
初
か
ら
、
島
国
で

あ
る
琉
球
王
国
の
あ
い
ま
い
な
状
況
を
終
わ
ら
せ
て
、
琉
球
を
日
本
国
の
一
部
と
し

て
統
合
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。
最
終
的
に
は
中
国
と
の
交
渉
お
よ
び
強
硬
措
置
を

組
み
合
わ
せ
て
、
統
合
を
達
成
し
た（

（1
（

。

一
方
、
中
村
正
直
は
『
英
華
和
訳
字
典
』
第
一
巻
を
発
行
し
た（

（1
（

。
彼
の
こ
の
字
典

も
、
同
様
に
、
普
遍
的
な
も
の
を
中
国
と
し
て
捉
え
個
別
化
す
る
潮
流
を
示
す
も
の

で
あ
っ
た
。
一
八
七
九
年
一
二
月
に
は
、
東
京
大
学
綜
理
で
あ
る
加
藤
弘
之
が
、
学

生
に
日
本
お
よ
び
中
国
の
古
典
を
学
ば
せ
る
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
創
設
す
る
よ
う
提

案
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
お
よ
び
中
国
の
文
献
の
研
究
は
、
明
治
政
府
の
実
際

的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
文
献
学
的
領
域
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
こ

と
も
、
中
国
の
古
典
を
普
遍
的
な
も
の
と
す
る
認
識
か
ら
特
殊
的
な
も
の
と
す
る
認

識
に
変
化
し
て
い
く
潮
流
の
一
部
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
ま
た
、
中
国
語
学

習
を
個
別
の
学
問
分
野
と
し
て
特
定
化
し
、
道
徳
教
育
と
学
問
教
育
と
を
切
り
離
す
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も
の
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
提
案
の
結
果
、
一
八
八
二
年
に
東
京
大
学
古
典
講
習
科
が

設
立
さ
れ
た
（
学
問
分
野
お
よ
び
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
さ
ら
な
る
再
編
が
行
わ
れ
た

一
八
八
八
年
ま
で
存
続
）。

漢
学
の
す
べ
て
の
要
素
が
「
科
学
」
や
「
宗
教
」
と
い
っ
た
近
代
西
洋
の
分
類
に

容
易
に
当
て
は
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
道
徳
的
行
動
と
書
物
か
ら
学
ぶ
知

識
を
重
視
す
る
儒
学
は
、
そ
の
好
例
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ジ
レ
ン
マ
に
対
処
す
る
た

め
、
学
者
の
西
村
茂
樹
（
一
八
二
八
―
一
九
〇
二
）
は
一
八
七
九
年
四
月
、
東
京
学

士
会
院
に
対
し
、
日
本
は
儒
学
に
お
け
る
「
聖
学
」
を
、
西
洋
の
神
学
領
域
に
相
当

す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
だ
と
提
案
し
た（

（1
（

。
変
革
の
進
む
教
育
の
世
界
で

儒
教
的
道
徳
の
地
位
を
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
に
更
に
重
要
だ
っ
た
の
は
、
侍
補

を
務
め
天
皇
の
個
人
教
師
で
も
あ
っ
た
儒
学
者
の
元
田
永
孚
（
一
八
一
八
―
九
一
）

が
著
し
、
一
八
七
九
年
九
月
に
発
表
さ
れ
た
、「
教
学
聖
旨
」（
教
育
に
関
す
る
天
皇

の
意
志
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
教
育
に
関
す
る
天
皇
の
声
明
の
中
で
は
、
天
皇
が
伝
統

的
道
徳
と
認
識
し
て
い
る
も
の
を
、（
大
部
分
に
お
い
て
西
洋
を
手
本
と
す
る
）
近

代
の
教
育
シ
ス
テ
ム
に
統
合
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
仁
愛
、
正
義
、
忠

誠
、
親
孝
行
と
呼
ば
れ
る
道
徳
概
念
は
、
本
質
的
に
は
儒
教
の
精
神
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
「
教
学
聖
旨
」
は
、
こ
れ
ら
を
日
本
化
し
よ
う
と
す
る
潮
流
の
一
部
を
表
し

て
い
る
の
で
あ
る（

（1
（

。

儒
教
が
宗
教
の
地
位
を
得
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
代
わ
り
に
儒
教
は
、
一
八
九

〇
年
に
下
さ
れ
た
「
教
育
勅
語
」
に
お
い
て
、
天
皇
家
の
血
筋
は
神
代
か
ら
途
切
れ

る
こ
と
な
く
続
い
て
い
る
と
し
た
国
家
神
道
の
考
え
に
、
巧
み
に
取
り
込
ま
れ
て
い

っ
た
。
ま
た
「
教
育
勅
語
」
に
は
、
近
代
西
洋
の
立
憲
主
義
的
価
値
お
よ
び
市
民
的

価
値
も
取
り
込
ま
れ
て
い
た
。「
教
育
勅
語
」
の
立
案
に
携
わ
っ
た
主
要
人
物
の
中

に
は
、
元
田
永
孚
と
、
一
八
九
三
年
の
史
誌
編
纂
掛
の
一
時
閉
鎖
に
関
わ
っ
た
文
部

大
臣
と
し
て
前
述
し
た
井
上
毅
の
両
名
が
含
ま
れ
て
い
た（

（1
（

。「
教
育
勅
語
」
は
、
当

時
の
公
文
書
で
は
ま
だ
一
般
的
で
あ
っ
た
、
非
常
に
漢
文
に
近
い
ス
タ
イ
ル
で
記
さ

れ
て
い
た
が
、
一
八
九
〇
年
に
な
る
頃
に
は
、
よ
り
話
し
言
葉
に
近
い
新
し
い
記
述

ス
タ
イ
ル
が
広
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た（

（1
（

。
一
八
八
一
年
に
な
る
と
、
漢

文
が
学
校
の
教
科
と
し
て
初
め
て
明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
漢
文
が
国
語

と
は
別
の
も
の
と
し
て
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
。
国
語
の
発
展

は
、
各
国
（
こ
こ
で
は
日
本
と
中
国
）
の
特
殊
的
な
個
性
を
強
調
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
出
現
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
。

言
い
換
え
れ
ば
、
一
八
八
二
年
一
月
に
『
大
日
本
編
年
史
』
の
編
纂
事
業
が
よ
う

や
く
開
始
さ
れ
た
が
、
そ
れ
す
ら
も
既
に
時
代
遅
れ
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
第

一
に
、
王
朝
の
歴
史
と
道
徳
的
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
、
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
、
西
洋

史
や
中
国
史
と
相
並
ぶ
別
の
分
野
と
し
て
新
し
く
生
ま
れ
た
国
史
な
ど
の
近
代
学
問

領
域
の
、
い
ず
れ
と
も
調
和
し
て
い
な
か
っ
た
。
第
二
に
、
漢
文
は
日
本
の
国
の
歴

史
を
記
す
言
語
と
し
て
間
違
っ
た
選
択
で
あ
る
と
広
く
認
識
さ
れ
て
い
た
し
、
も
の

を
書
き
記
す
言
語
と
し
て
も
時
代
遅
れ
と
な
っ
て
い
た
。『
大
日
本
編
年
史
』
を
漢

文
で
記
す
選
択
を
批
判
し
た
者
の
中
に
は
、
小
中
村
清
矩
も
含
ま
れ
て
い
た
。
小
中

村
は
一
八
六
九
年
に
、
歴
史
を
扱
う
初
の
政
府
機
関
で
あ
る
史
料
編
輯
国
史
校
正
局

の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
一
八
七
七
～
一
八
七
九
年
に
は
修
史
館
の
メ
ン
バ
ー

で
も
あ
っ
た
。
ま
た
帝
国
大
学
で
講
義
も
行
っ
て
お
り
、
一
八
八
二
年
に
は
新
設
の

古
典
講
習
科
の
教
授
に
も
任
命
さ
れ
た
。
一
八
八
三
年
に
は
、
日
本
の
総
合
的
な
歴

史
を
漢
文
で
は
な
く
日
本
語
で
編
纂
す
る
こ
と
を
公
の
目
標
に
掲
げ
た
史
学
協
会
の

創
設
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た（

（2
（

。

新
し
い
学
問
領
域
が
形
成
さ
れ
る
に
つ
れ
、
漢
学
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
議
論
が

な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
漢
学
は
し
ば
し
ば
批
判
の
的
と
な
っ
た
。『
團
團
珍
聞
』

の
風
刺
画
は
こ
う
し
た
文
脈
で
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
漢
学
は
一
八
九

三
年
に
は
本
当
に
行
き
詰
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？　

答
え
は
イ
エ
ス
で
も
あ
り
、

ノ
ー
で
も
あ
る
。

イ
エ
ス
で
あ
る
理
由
は
、
普
遍
的
な
手
本
と
し
て
の
「
中
国
」
が
時
代
遅
れ
に
な
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っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
儒
学
と
儒
学
的
道
徳
と
漢
詩
を
一
体
と
し
た
「
普
遍
的

な
」
知
識
文
化
と
い
う
意
味
で
の
漢
学
も
時
代
遅
れ
だ
っ
た
。
中
国
と
日
本
は
共
通

す
る
も
の
も
多
か
っ
た
が
、
別
々
の
、
互
い
に
競
い
合
う
、
二
つ
の
全
く
異
な
る
国

で
あ
る
と
い
う
認
識
が
進
ん
だ
。
中
国
研
究
は
、
近
代
科
学
的
な
中
国
哲
学
領
域
、

中
国
文
学
領
域
、
お
よ
び
中
国
史
領
域
に
分
け
ら
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
漢
学
は
行
き
詰
ま
っ
た
の
か
と
い
う
質
問
に
対
す
る
答
え
は
、

究
極
的
に
は
ノ
ー
で
あ
る
。
風
刺
画
の
中
で
荷
車
を
引
い
て
い
る
男
た
ち
は
、
実
際

に
は
障
害
を
回
避
で
き
る
道
を
見
つ
け
て
い
た
の
だ
と
も
言
え
る
（
や
は
り
「
外

（
ほ
か
）
に
抜
け
道
を
取
た
」）。
漢
学
は
変
革
の
道
を
順
調
に
進
ん
で
い
た
の
で
あ

る
。
中
国
の
文
献
は
い
ま
だ
に
研
究
さ
れ
て
は
い
た
が
、
近
代
学
問
領
域
の
範
囲
内

に
限
ら
れ
て
い
た
。
漢
文
で
書
か
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
が
、
漢
文
は
学
校
で
は

教
え
ら
れ
て
い
た
（
現
在
で
も
教
え
ら
れ
て
い
る
）。
漢
字
は
、
廃
止
す
べ
き
と
い

う
提
案
が
あ
っ
た
が
、
決
し
て
廃
止
さ
れ
な
か
っ
た
。
実
際
、
漢
字
と
漢
文
は
共

に
、
西
洋
知
識
の
獲
得
お
よ
び
吸
収
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
同
時
代

の
人
々
は
そ
の
こ
と
を
よ
く
認
識
し
て
い
た
。

ほ
か
に
も
漢
学
の
遺
産
が
生
き
伸
び
た
道
と
し
て
、
漢
学
に
よ
っ
て
前
述
の
近
代

学
問
領
域
、
特
に
歴
史
学
領
域
、
中
で
も
日
本
史
学
が
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
長
年
に
わ
た
り
、
明
治
日
本
に
お
け
る
知
識
の
変
革
ま
た
は
近
代
化
に

関
す
る
標
準
的
な
説
明
は
、
西
洋
化
の
観
点
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
史
学
も
例
外
で

は
な
か
っ
た（

（2
（

。
西
洋
史
学
の
影
響
も
、
後
代
の
史
料
編
纂
所
の
学
者
た
ち
（
沼
田
次

郎
や
金
井
圓
な
ど
）
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
史
料
編
纂
所
の
沿
革

を
見
れ
ば
、
そ
の
見
解
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
修
史
局
・
修
史
館

で
働
い
て
い
た
者
た
ち
が
、
西
洋
史
学
に
触
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
一
八
八
八
年
に
修
史
事
業
が
帝
国
大
学
に
移
管
さ
れ
た

こ
と
で
変
化
し
た
が
、
問
題
は
ど
の
程
度
変
化
し
た
か
で
あ
る
。
私
は
、
西
洋
か
ら

の
影
響
ば
か
り
が
過
剰
に
注
目
さ
れ
て
い
る
状
況
に
初
め
て
異
議
を
唱
え
た
者
の
一

人
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
西
洋
学
問
の
影
響
は
確
か
に
新
領
域
の
形
成
に
貢
献
し
た
の
で
あ

る
。
一
八
八
七
年
、
ド
イ
ツ
の
歴
史
家
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ー
ス
（
一
八
六
一
―
一

九
二
八
）
は
、
帝
国
大
学
の
歴
史
学
の
教
授
に
任
命
さ
れ
た
（
一
九
〇
二
年
ま
で
教

鞭
を
執
っ
た
）。
同
年
、
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
学
科
が
創
設
さ
れ
た
。
翌
一
八
八

八
年
、
修
史
事
業
が
帝
国
大
学
に
移
管
さ
れ
る
と
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
三
名
が

教
授
に
任
命
さ
れ
た
。
一
八
八
九
年
に
は
国
史
科
が
創
設
さ
れ
、
史
学
会
が
設
立
さ

れ
、
学
術
誌
『
史
学
会
雑
誌
』（
後
に
『
史
学
雑
誌
』
と
改
称
）
が
創
刊
さ
れ
た
。

こ
こ
で
特
記
す
べ
き
こ
と
は
、
西
洋
諸
国
の
歴
史
と
日
本
の
歴
史
が
、
こ
の
よ
う
に

別
々
の
学
部
で
教
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
学
部

の
創
設
当
初
は
、
新
し
く
入
学
し
た
学
生
全
員
が
ま
ず
史
学
科
で
学
ん
だ
。

学
問
の
変
革
を
説
明
す
る
に
は
、
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
学
者
数
名
の
経
歴
と
学

歴
、
お
よ
び
彼
ら
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
、
手
短
に
概
要
を
述
べ
る
の
が
最
も
良
い

だ
ろ
う
。
ま
ず
は
重
野
安
繹
（
一
八
二
七
―
一
九
一
〇
）
で
あ
る
。
彼
は
近
代
の
歴

史
学
問
を
開
拓
し
た
最
も
重
要
な
第
一
世
代
の
一
人
と
し
て
説
明
で
き
る
だ
ろ
う
。

重
野
は
一
八
七
五
年
に
修
史
局
に
入
り
、
指
導
者
の
一
人
と
な
っ
た
。
彼
は
薩
摩
藩

士
の
息
子
で
あ
っ
た
。
彼
は
薩
摩
藩
校
で
学
び
、
一
八
四
八
～
一
八
五
四
年
に
は
江

戸
の
昌
平
黌
（
江
戸
時
代
の
最
高
教
育
機
関
）
で
学
ん
だ
。
明
治
維
新
の
間
、
重
野

は
積
極
的
に
政
治
に
関
わ
り
、
維
新
後
は
政
府
の
役
人
と
な
っ
た
。
修
史
局
で
、
彼

は
歴
史
編
纂
の
経
験
を
持
つ
数
少
な
い
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
薩
摩
で
教
師
を
し
て

い
る
と
き
、
主
君
・
島
津
久
光
に
日
本
の
編
年
体
史
書
の
編
纂
を
命
じ
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
サ
ー
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
・
ギ
ブ
が
主
張
し
た
「
文
化
的
借
用
の
法
則
」（
私

は
「
法
則
」
で
は
な
く
「
一
般
原
則
」
と
呼
ぶ
ほ
う
を
好
む
）
に
つ
い
て
手
短
に
説

明
す
る
。
文
化
的
借
用
と
は
通
常
、
一
、「
関
連
す
る
活
動
」
に
依
存
し
、
二
、「
土

着
の
傾
向
」
と
の
適
応
お
よ
び
融
合
を
通
じ
て
起
き
る
も
の
で
あ
る（

（2
（

。
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「
既
存
の
活
動
」
と
は
当
然
、
日
本
に
お
け
る
歴
史
編
纂
の
長
い
伝
統
の
こ
と
で

あ
る
が
、
重
野
の
場
合
は
こ
れ
に
加
え
て
、
最
初
は
薩
摩
藩
の
た
め
に
、
後
に
は
明

治
政
府
の
た
め
に
、
日
本
の
正
史
を
編
纂
し
た
と
い
う
経
験
が
あ
る
。
さ
ら
に
具
体

的
に
説
明
す
る
。
漢
学
に
は
考
証
学
と
呼
ば
れ
る
文
献
批
判
の
伝
統
が
あ
っ
た
。
重

野
自
身
も
「
学
問
は
遂
に
考
証
に
帰
す
」
と
題
し
た
講
義
の
中
で
、
こ
の
手
法
の
重

要
性
を
強
調
し
て
い
る（

（2
（

。
考
証
学
の
起
源
は
中
国
に
あ
る
（
中
国
に
お
け
る
新
儒
学

研
究
が
最
も
盛
ん
だ
っ
た
清
王
朝
時
代
（
一
六
四
四
～
一
九
一
二
年
））。
考
証
学
の

特
徴
は
、
儒
学
の
古
典
文
献
を
綿
密
に
調
査
し
解
釈
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
本
で

は
、
日
本
語
の
文
献
に
も
同
じ
方
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。
重
野
は
考
証
を
、
西
洋

の
帰
納
概
念
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
た
。
彼
は
こ
の
用
語
を
、
漢
語
の
「
帰
納
」

の
語
源
か
ら
説
明
し
て
い
る
。「
帰
納
」
と
は
「induction

」
の
訳
語
で
あ
る
が
、

重
野
は
こ
の
用
語
を
、
特
殊
事
例
か
ら
一
般
的
法
則
を
推
論
す
る
と
い
う
西
洋
の
認

識
に
お
け
る
「induction

」
の
意
味
と
、
区
別
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
中
国
の
言
葉
を
使
っ
て
西
洋
の
概
念
を
翻
訳
す
る
と
、
異
な
る
認
識
体
系
（
エ

ピ
ス
テ
ー
メ
ー
）
の
違
い
が
曖
昧
に
な
る
と
い
う
こ
と
の
一
例
で
あ
る
。
と
は
い

え
、
重
野
が
講
義
の
中
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
考
証
学
は
西
洋
と
共
通
す
る
部
分
が

多
い
。
重
野
は
考
証
学
を
、
文
明
と
知
識
の
普
遍
的
進
歩
に
関
す
る
西
洋
式
の
枠
組

み
の
中
に
位
置
付
け
て
さ
え
い
る（

（2
（

。
こ
れ
は
西
洋
の
史
料
批
判
メ
ソ
ッ
ド
を
考
証
学

の
そ
れ
と
融
合
さ
せ
る
と
い
う
、
ギ
ブ
が
主
張
し
た
仕
事
の
第
二
原
則
の
良
い
例
で

あ
る
。

そ
う
は
言
っ
て
も
、
重
野
の
手
掛
け
た
仕
事
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
『
歴
史
と

国
家
』
の
中
で
よ
り
詳
細
に
説
明
し
て
い
る
が
、
彼
の
仕
事
ぶ
り
か
ら
は
、
彼
が
漢

学
の
伝
統
に
没
頭
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
全
体
と
し
て
見
る
と
、
重
野
に
と
っ

て
中
国
は
や
は
り
手
本
と
す
べ
き
枠
組
み
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う

に
、
日
本
の
正
史
編
纂
の
た
め
の
政
府
機
関
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
、
中
華
思
想
に

基
づ
く
世
界
秩
序
の
産
物
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
中
国
で
王
朝
が
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る

た
び
に
、
新
し
い
王
朝
を
正
当
化
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
王
朝
史
の
概
念
と
、
正
史

の
概
念
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た（

（2
（

。
重
野
に
と
っ
て
こ
う
し
た
概
念
は
ま
だ
生
き
た

も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、「
国
史
編
纂
の
方
法
を
論
ず
」
と
い
う
彼
の
講
演
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
講
演
に
お
い
て
、
中
国
史
学
、
特
に
決
定
的
か
つ
標
準

的
な
歴
史
（zheng shi

、
日
本
語
で
「
正
史
」）
は
そ
の
基
準
と
し
て
扱
わ
れ
、
重

野
は
こ
れ
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
歴
史
書
を
評
価
し
た（

（2
（

。
彼
が
こ
の
講
義
を
行
っ
た
一

八
七
九
年
は
、
彼
が
現
代
の
中
国
お
よ
び
中
国
語
に
関
す
る
研
究
を
主
唱
し
た
講
演

を
行
っ
た
年
と
同
じ
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
講
演
は
共
に
、
重
野
が
二
つ
の
全
く
異

な
る
知
識
体
系
に
拠
っ
て
立
っ
て
い
た
と
評
さ
れ
る
ゆ
え
ん
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

重
野
や
、
重
野
と
同
様
の
経
歴
を
持
つ
者
た
ち
は
、
自
分
た
ち
が
大
き
な
認
識
体

系
（
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
）
の
変
動
の
中
で
、
あ
る
認
知
地
図
か
ら
別
の
認
知
地
図
に

移
行
し
て
い
く
真
っ
た
だ
中
で
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
自
分
た
ち
が
そ
の
変

動
に
貢
献
し
て
い
た
こ
と
を
、
ど
の
程
度
ま
で
認
識
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
最
近

の
研
究
（
陶
徳
民
、
ミ
ハ
エ
ル
・
ハ
チ
ウ
ス
）
で
は
重
野
の
漢
学
研
究
の
近
代
的
要

素
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
ハ
チ
ウ
ス
は
重
野
が
中
国
や
西
洋
諸
国
の
外
交
官
や
学
者

と
交
流
し
て
い
た
こ
と
の
重
要
性
を
調
査
し
て
い
る（

（2
（

。
こ
こ
で
こ
の
こ
と
に
言
及
し

た
の
は
、
重
野
は
革
新
能
力
の
な
い
時
代
遅
れ
の
学
者
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
を
明
確
に
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
詳
し
く
掘
り
下
げ
る
つ
も
り
は
な

い
。
私
の
著
書
で
も
、
こ
の
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
こ
と
は
な
い
。
私
は
た
だ
、
重

野
や
彼
と
同
世
代
の
者
た
ち
に
対
す
る
西
洋
の
影
響
を
過
大
に
主
張
し
な
い
よ
う
十

分
気
を
付
け
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
か
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
当
然
、

彼
は
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ー
ス
の
講
義
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
通
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

リ
ー
ス
の
講
義
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
通
っ
た
の
は
次
世
代
の
学
者
た
ち
、
つ
ま
り
ケ

ネ
ス
・
パ
イ
ル
の
著
書
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
引
用
す
れ
ば
、「
新
世
代
」
の
学
者
た
ち

で
あ
っ
た（

（2
（

。
彼
ら
は
明
治
初
期
の
動
乱
の
時
期
に
成
長
し
、
多
く
の
場
合
、
伝
統
的

な
学
校
と
近
代
的
な
学
校
の
両
方
で
教
育
を
受
け
た
者
た
ち
で
あ
る
。
一
八
九
五
年
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以
降
、
再
び
開
設
さ
れ
た
史
料
編
纂
掛
で
最
も
影
響
力
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た

三
上
参
次
（
一
八
六
五
―
一
九
三
九
）
も
、
こ
の
世
代
の
一
人
で
あ
っ
た
。
一
八
九

九
年
、
三
上
は
史
料
編
纂
掛
の
主
任
（
現
在
の
所
長
）
に
任
命
さ
れ
た
。
三
上
は
近

代
的
な
学
校
に
通
い
、
同
時
代
の
西
洋
の
大
学
を
モ
デ
ル
に
し
た
大
学
に
通
っ
た

が
、
彼
が
入
学
し
た
一
八
八
五
年
当
時
の
文
学
部
の
日
本
人
講
師
の
ほ
と
ん
ど
は
、

江
戸
時
代
に
教
育
を
受
け
た
学
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
三
上
は
一
八
八
九
年
に
文
学
部

を
卒
業
し
た
が
、
そ
れ
以
前
に
古
典
講
習
科
で
中
国
と
日
本
の
古
典
を
学
ん
で
い

た
。
古
典
講
習
科
で
教
師
を
務
め
て
い
た
の
は
主
に
、
小
中
村
清
矩
な
ど
の
国
学
者

で
あ
っ
た
。
小
中
村
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
三
上
に
は
、
リ
ー
ス

の
も
と
で
学
ぶ
機
会
が
得
ら
れ
て
い
た
。
三
上
は
、
重
野
世
代
の
ほ
と
ん
ど
が
な
し

得
な
か
っ
た
ほ
ど
、
西
洋
の
歴
史
学
の
手
法
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

史
料
編
纂
掛
で
、
三
上
は
江
戸
時
代
の
史
料
を
扱
う
仕
事
を
し
て
い
た
。
彼
が
著
し

た
書
物
の
一
つ
に
、
二
巻
か
ら
成
る
『
江
戸
時
代
史
』（
一
九
四
三
―
一
九
四
四
）

が
あ
る
。
一
九
二
六
年
に
大
学
を
退
職
す
る
と
、
一
九
三
三
年
ま
で
明
治
天
皇
の
伝

記
（『
明
治
天
皇
紀
』）
の
編
集
に
参
加
し
た
。
三
上
自
身
は
、
国
に
雇
わ
れ
て
い
る

間
、
自
分
の
た
め
の
研
究
に
没
頭
し
て
公
務
を
疎
か
に
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
ほ

と
ん
ど
研
究
を
行
わ
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（
三
上
の
前
任
者
は
自
分
の
研
究
を

し
た
の
で
、
編
集
事
業
は
充
分
に
進
ま
な
か
っ
た
と
三
上
は
思
っ
た
よ
う
で
あ

る
（
（2
（

）。
こ
う
し
た
意
味
で
三
上
は
非
常
に
「
歴
史
の
官
吏
」
で
あ
っ
た
し
、
い
ろ
い

ろ
な
意
味
で
前
任
者
た
ち
よ
り
も
そ
う
で
あ
っ
た
。

近
代
的
な
歴
史
学
科
を
持
つ
大
学
を
卒
業
し
、
歴
史
学
部
で
リ
ー
ス
に
師
事
し
学

ん
で
い
た
の
は
、
史
局
の
三
代
目
の
長
で
あ
る
黒
板
勝
美
（
一
八
七
四
―
一
九
四

六
）
の
み
で
あ
っ
た
。
黒
板
は
一
八
九
六
年
に
帝
国
大
学
を
卒
業
し
た
。
一
九
〇
二

年
に
は
東
京
帝
国
大
学
講
師
と
な
り
、
一
九
〇
五
年
に
は
助
教
授
と
な
っ
た
。
同

年
、
史
料
編
纂
掛
の
職
員
に
も
採
用
さ
れ
た
。
一
九
一
九
～
一
九
二
〇
年
に
は
史
料

編
纂
掛
事
務
主
任
（
現
在
の
所
長
）
を
務
め
、
一
九
一
九
～
一
九
三
五
年
に
は
東
京

帝
国
大
学
国
史
学
教
授
を
務
め
た
。
著
書
に
は
全
六
六
巻
の
『
国
史
大
系
』、
国
史

に
関
す
る
岩
波
講
座
の
中
か
ら
人
気
の
高
か
っ
た
も
の
を
集
め
た
『
岩
波
講
座 

日

本
歴
史
』
第
一
版
、
彼
自
身
の
研
究
を
ま
と
め
た
『
国
史
の
研
究
』
な
ど
が
あ
る
。

さ
ら
に
彼
は
、
古
文
書
学
分
野
の
創
設
者
と
し
て
の
功
績
も
認
め
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。
こ

の
博
士
論
文
の
た
め
に
、
黒
板
は
日
本
の
古
文
書
に
関
す
る
議
論
を
ま
と
め
て
い
る

（「
日
本
古
文
書
様
式
論
」
一
九
〇
三
年（

（3
（

）。

こ
こ
ま
で
「
古
典
的
」
学
問
と
い
う
表
題
の
下
で
論
じ
た
の
は
、
主
に
漢
学
の
遺

産
で
あ
る
が
、
既
に
示
し
た
よ
う
に
、
国
学
の
分
野
に
お
い
て
も
考
証
学
の
手
法
が

重
要
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
私
は
日
本
の
修
史
や
史
学
に
つ
い
て
自

説
を
述
べ
て
き
た
が
、
な
ぜ
漢
学
者
に
焦
点
を
当
て
る
の
か
と
疑
問
に
思
う
方
も
い

る
だ
ろ
う
。
あ
る
レ
ベ
ル
で
は
、
答
え
は
簡
単
で
あ
る
。
一
つ
目
の
理
由
は
、
国
学

者
た
ち
も
史
料
編
纂
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た
が
、
最
終
的
に
支
配
的
勢
力
と
な
っ
た

の
は
漢
学
者
た
ち
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
二
つ
目
の
理
由
は
、
漢
学
は
江
戸
時
代
を

通
じ
て
教
育
を
支
配
し
た
学
問
一
派
で
あ
り
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
も
依
然
と
し
て

学
問
の
主
流
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
意
味
で
は
、
国
学
も
漢
学
に
由
来
す
る
。

国
学
は
儒
教
の
正
統
性
に
反
対
す
る
も
の
と
し
て
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
し
、
同
時
に

漢
学
と
同
じ
方
法
や
手
法
の
一
部
を
使
用
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
日
本
語
の
文
献
に

応
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

別
の
レ
ベ
ル
で
は
、
答
え
は
よ
り
複
雑
で
あ
る
。
今
日
、
拙
著
『
歴
史
と
国
家
』

を
読
み
返
す
と
、
私
は
国
学
者
と
漢
学
者
の
対
立
を
強
調
し
過
ぎ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
え
て
く
る
。
こ
れ
は
私
が
あ
ま
り
に
も
大
久
保
利
兼
の
解
釈
に
依
っ
た
こ

と
が
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
久
保
自
身
は
晩
年
、
自
分
は
国
学
者
た
ち

の
重
要
性
を
充
分
に
評
価
で
き
な
か
っ
た
と
思
う
と
私
に
伝
え
て
い
る
。
日
本
お
よ

び
ド
イ
ツ
の
学
者
た
ち
に
よ
る
最
近
の
研
究
で
も
、
国
学
が
日
本
の
近
代
学
問
に
果

た
し
た
貢
献
が
実
証
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
別
の
と
こ
ろ
か
ら
私
は
「
悟
り
」
を
得
た
。
近
年
の
私
の
研
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究
は
音
楽
に
焦
点
を
当
て
て
お
り
、
特
に
明
治
日
本
に
お
け
る
西
洋
音
楽
の
導
入
を

調
査
し
て
い
る
。
日
本
語
で“m

usic ”

を
表
す
言
葉
は
「
音
楽
」
で
あ
る
。
日
本
に

は
観
念
上
の
音
楽
を
総
合
的
に
表
す
用
語
が
な
か
っ
た
。
日
本
に
あ
っ
た
の
は
、
雅

楽
、
声
明
、
筝
曲
、
三
味
線
楽
な
ど
、
様
々
な“m

usic ’s ”

（
複
数
形
）
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
西
洋
の
概
念
を
翻
訳
す
る
方
法
が
必
要
で
あ
っ
た
。
明
治
時
代
に

新
し
く
生
ま
れ
た
言
葉
や
新
し
い
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
の
多
く
が
そ
う

で
あ
っ
た
よ
う
に
、
音
楽
と
い
う
言
葉
を
思
い
つ
い
た
の
も
漢
学
者
た
ち
で
あ
っ

た
。
こ
の
例
は
、
西
洋
の
ア
イ
デ
ア
を
導
入
・
議
論
・
吸
収
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ

た
言
語
が
、
そ
の
言
葉
と
共
に
、
漢
学
と
い
う
遺
産
の
知
識
体
系
と
世
界
観
を
も
伝

え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

実
際
、
音
楽
と
い
う
用
語
を
普
及
さ
せ
る
上
で
重
野
安
繹
が
果
た
し
た
役
割
は
、

決
し
て
小
さ
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
重
野
は
さ
ら
に
、
短
い
も
の
で

は
あ
る
が
、
日
本
の
音
楽
史
を
年
代
順
に
記
し
た
論
文
を
初
め
て
著
し
た
功
績
が
あ

る
。
タ
イ
ト
ル
に
「
音
楽
」
と
い
う
言
葉
は
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
ジ
ャ
ン
ル

を
超
え
て
音
楽
を
総
合
的
に
扱
っ
た
も
の
で
あ
る（

（3
（

。
こ
の
論
文
は
一
八
八
一
年
と
一

八
八
三
年
に
二
部
に
分
け
て
出
版
さ
れ
、
タ
イ
ト
ル
は
「
風
俗
歌
舞
源
流
考
」
と
い

う
も
の
だ
っ
た（

（3
（

。

そ
の
数
年
後
の
一
八
八
八
年
、
史
料
編
纂
史
に
関
す
る
論
文
（
拙
著
を
含
む
）
で

重
野
の
ラ
イ
バ
ル
更
に
は
敵
と
さ
れ
て
い
る
国
学
者
の
小
中
村
清
矩
が
、
一
冊
の
本

ほ
ど
の
長
さ
の
あ
る
初
め
て
の
日
本
音
楽
史
に
関
す
る
論
文
『
歌
舞
音
楽
略
史
』
を

著
し
た
。
小
中
村
は
、
国
史
を
漢
文
で
記
す
と
い
う
考
え
に
反
対
し
た
国
学
者
の
一

人
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
八
八
八
年
に
出
版
さ
れ
た
彼
の
音
楽
史
に
関
す
る

著
書
に
は
、
重
野
安
繹
の
漢
文
に
よ
る
前
書
き
が
付
け
ら
れ
て
い
た（

（3
（

。
そ
れ
ば
か
り

か
、
小
中
村
は
著
書
の
最
後
の
謝
辞
の
と
こ
ろ
で
四
名
の
学
者
の
名
前
を
挙
げ
て
い

る
が
、
そ
の
一
人
目
に
重
野
の
名
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
本
は
小
中
村
が

一
八
八
〇
年
に
初
め
て
書
き
上
げ
た
も
の
で
、
そ
の
後
、
数
名
の
学
者
か
ら
の
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
を
得
て
改
訂
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
一
八
八
〇
年
に
書
き
上
げ
た
本
の
原
稿
の

タ
イ
ト
ル
は
「
音
曲
史
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
小
中
村
が
漢
学
者
で

あ
る
重
野
と
協
議
を
行
っ
て
い
た
一
八
八
〇
～
一
八
八
三
年
の
い
ず
れ
か
の
時
点

で
、
小
中
村
は
タ
イ
ト
ル
に
使
用
す
る
言
葉
を
「
音
曲
」
か
ら
「
音
楽
」
に
変
え
た

の
で
あ（

（3
（

る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
一
八
八
三
年
七
月
に
発
行
さ
れ
た
『
史
学
協
会
雑

誌
』
第
一
号
で
は
、
計
画
さ
れ
て
い
た
国
史
編
纂
に
含
め
る
た
め
更
な
る
調
査
が
必

要
と
し
て
選
ば
れ
た
歴
史
分
野
の
中
に
、「
音
楽
史
」
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ

る
（
（3
（

。
音
楽
と
い
う
言
葉
は
明
治
よ
り
前
に
は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず（

（3
（

、
真
面

目
で
、
正
式
の
、
主
に
楽
器
に
よ
る
音
楽
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
っ
た
。
言
い
換
え

れ
ば
、「
礼
楽
」
の
一
部
と
さ
れ
る
よ
う
な
音
楽
で
あ
る
。「
音
楽
」
と
い
う
言
葉
に

は
も
う
一
つ
、「
外
国
の
」
と
い
う
言
外
の
意
味
が
あ
る
。
古
代
日
本
で
は
外
国
と

は
「
中
国
」
を
指
し
て
い
た
が
、
江
戸
時
代
お
よ
び
明
治
時
代
に
は
「
西
洋
」
を
指

す
よ
う
に
な
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
西
洋
の“m

usic ”

と
い
う
言
葉
の
訳
語
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
の

は
、
明
ら
か
に
「
音
楽
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
自
国
語
の
概
念
に
お
い

て
暗
示
さ
れ
て
い
る
外
国
を
示
す
意
味
合
い
と
、
西
洋
の
概
念
に
お
け
る
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
お
よ
び
抽
象
化
と
の
間
に
は
、
大
き
な
認
識
論
的
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
た（

（4
（

」。

明
治
の
知
識
人
た
ち
も
、
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
完
全
に
は
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
こ
の
言
葉
が
選
ば
れ
た
こ
と
に
は
更
な
る
意
味
が
あ
る
。
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ジ
ャ

ン
ル
の
も
の
も
含
め
、
日
本
の
音
楽
全
体
を
、
芸
術
本
位
の
洗
練
さ
れ
た
音
楽
の
地

位
に
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
意
志
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

小
中
村
は
「
音
楽
」
と
い
う
言
葉
を
著
書
の
タ
イ
ト
ル
に
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
こ
う

し
た
解
釈
は
重
野
の
前
書
き
の
言
葉
で
示
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
全
文
を
示

す
（
（4
（

。
本
邦
音
楽
歌
舞
、
遠
起
於
神
代
、
後
世
或
伝
自
唐
、
或
来
自
韓
、
或
転
自
天
竺 

梵
貝
、
支
分
派
別
、
有
古
楽
焉
、
有
雅
楽
焉
、
有
俗
楽
焉
、
俗
楽
中
世
所
謂
今



� 東京大学史料編纂所研究紀要　第31号　2021年 3 月 （248） 

様
者
、
或
稍
日
郢
曲
、
近
時
猿
楽
、
浄
琉
璃
之
類
、
皆
是
也
、
雅
楽
唐
韓
所

伝
、
建
在
楽
部
、
至
今
肄
習
不
絶
、
而
古
楽
則
神
楽
諸
曲
、
猶
有
神
代
之
遺
、

嗚
乎
観
於
我
音
楽
歌
舞
、
而
国
体
之
鞏
、
風
俗
之
淳
、
可
知
也
已
、
夫
咸
池
韶

獲韵
秦
漢
不
伝
、
隋
唐
諸
楽
宋
元
無
存
、
而
我
独
伝
数
千
年
之
旧
、
即
如
俗
楽
、

雖
時
有
変
遷
、
亦
不
過
曲
節
転
化
、
声
容
少
異
、
且
其
旧
者
、
亦
不
至
全
廃
、

往
々
與
新
曲
並
行
、
其
詳
載
于
小
中
邨
鷯
巣
、
歌
舞
音
楽
略
史
焉
、
鷯
巣
博
綜

国
典
、
貫
穿
古
今
、
以
編
摩
校
讐
之
余
力
著
斯
編
、
先
輩
白
石
徂
徠
春
台
諸

氏
、
間
有
撰
著
、
大
抵
詳
於
古
而
略
乎
今
、
明
於
雅
而
矒
乎
俗
、
鷯
巣
有
慨
于

此
、
探
其
源
討
其
委
、
至
乎
雑
曲
末
技
、
滙
纂
弗
遺
、
它
説
有
可
採
者
、
録
之

以
備
参
照
、
予
嘗
有
風
俗
歌
舞
之
考
、
官
暇
忽
卒
所
筆
、
疎
謬
殊
甚
、
而
鷯
巣

猶
採
録
之
、
可
以
證
其
坦
懐
無
臆
説
矣
、
及
書
成
嘱
予
序
之
、
先
唐
韓
之
楽
、

佚
於
彼
而
存
於
我
、
則
謂
之
我
楽
、
何
為
不
可
、
方
今
我
與
海
外
諸
国
通
交
、

諸
国
之
楽
伝
於
我
者
日
益
多
、
我
取
其
美
者
善
者
而
肄
習
之
、
猶
昔
日
之
於
唐

韓
楽
、
他
日
如
彼
佚
而
我
存
、
則
是
天
下
声
楽
之
美
、
獨
鍾
於
我
日
本
也
、
謂

之
宇
内
一
大
楽
部
、
又
何
不
可
、
当
此
之
時
、
続
鷯
巣
斯
編
者
其
誰
與
、

明
治
廿
一
年
戊
子
一
月
下
幹

薩
摩

重
野
安
繹
書

（
翻
訳
）

我
が
国
に
お
け
る
音
楽
と
舞
踊
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
音
楽
歌
舞
）
は
、
太
古
の

昔
の
神
代
に
起
源
を
持
つ
。
そ
の
後
、（
音
楽
は
）
中
国
あ
る
い
は
朝
鮮
か
ら
（
日

本
に
）
伝
わ
っ
た
。
あ
る
い
は
イ
ン
ド
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
れ
は
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
に
枝
分
か
れ
し
た
。
古
楽
、
雅
楽
、
俗
楽
な
ど
で
あ
る
。
中
世
の
俗
楽
に
は
、

今
様
や
、
そ
の
後
の
郢
曲
が
あ
っ
た
。
近
頃
の
猿
楽
や
、
浄
瑠
璃
の
類
は
、
み
な
こ

れ
で
あ
る
。
昔
、
中
国
・
朝
鮮
か
ら
伝
わ
っ
た
雅
楽
は
、
現
在
も
政
府
の
楽
部
で
積

極
的
に
練
習
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
古
楽
と
は
古
い
音
楽
の
こ
と
で
、
神
代
か
ら
の

遺
産
で
あ
る
様
々
な
神
楽
の
曲
が
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
あ
あ
、
我
々
が

我
が
国
の
音
楽
と
舞
踊
を
観
る
と
き
、
我
が
国
の
本
質
の
確
か
さ
に
つ
い
て
、
ま
た

我
が
国
の
習
慣
の
純
粋
性
に
つ
い
て
（
真
に
）
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
黄
帝
時
代
の

音
楽
や
、
虞
舜
お
よ
び
湯
王
の
音
楽
は
秦
代
お
よ
び
漢
代
に
は
す
で
に
伝
わ
ら
ず
、

隋
・
唐
時
代
の
様
々
な
音
楽
は
宋
元
時
代
に
は
も
は
や
存
在
し
て
い
な
い
。
し
か
し

一
方
で
、
我
が
国
に
の
み
、
何
千
年
も
昔
か
ら
（
何
世
代
に
も
渡
っ
て
）
自
然
と
伝

わ
っ
て
き
た
音
楽
が
あ
る
。
そ
れ
が
俗
楽
で
あ
る
。
伝
わ
っ
た
俗
楽
は
時
代
と
共
に

変
化
し
た
。
旋
律
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
、
声
の
調
子
が
幾
分
変
わ
っ
た
も

の
も
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
古
い
音
楽
が
完
全
に
廃
れ
る
こ
と
は
決
し
て
な
く
、
ほ

と
ん
ど
の
場
合
、
新
し
い
音
楽
と
並
存
し
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
、
小
中
村
鷯
巣
は
「
歌
舞
音
楽
略
史
」
の
中
で
詳
細
に
記
し
て
い
る（
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。
鷯
巣
は
我

が
国
の
幅
広
い
文
献
を
集
め
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
を
貫
い
て
我
が
国
の
音
楽
を
綿

密
に
調
査
し
、
そ
う
し
た
方
法
を
も
っ
て
編
纂
と
校
訂
を
行
い
、
こ
の
力
に
よ
っ
て

こ
の
論
文
を
書
き
上
げ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
先
輩
で
あ
る
白
石
、
徂
徠
、
春
台
が
著

し
た
論
文
は
、
概
ね
古
い
音
楽
に
関
す
る
説
明
ば
か
り
で
、
現
代
の
音
楽
に
関
し
て

は
お
ざ
な
り
な
内
容
だ
っ
た
。
彼
ら
は
「
雅
」
な
も
の
に
つ
い
て
は
精
通
し
て
い
た

が
、「
俗
」
な
も
の
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
識
が
な
か
っ
た
。

こ
れ
を
遺
憾
に
思
っ
た
鷯
巣
は
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
や
世
俗
的
な
楽

曲
の
起
源
を
調
査
し
、
情
報
を
綿
密
に
調
べ
上
げ
た
。
彼
は
す
べ
て
の
文
献
を
編
纂

に
含
め
、
省
略
し
た
も
の
は
一
つ
も
な
か
っ
た
し
、
異
な
る
意
見
が
あ
る
場
合
は
取

り
上
げ
る
べ
き
も
の
を
取
り
上
げ
、
読
者
が
参
照
で
き
る
よ
う
に
記
し
た
。
私
自
身

も
風
俗
、
音
楽
、
舞
踊
に
つ
い
て
考
察
し
た（
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が
、
私
の
考
察
は
公
の
仕
事
の
合
間
に

急
い
で
書
き
上
げ
た
も
の
だ
っ
た
た
め
、
無
知
に
よ
る
間
違
い
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

し
か
し
、
鷯
巣
は
こ
れ
も
採
録
し
て
く
れ
て
い
る
。
彼
は
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
記
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述
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
冷
静
な
目
を
維
持
し
、
憶
測
を
排
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

し
て
今
、
私
が
こ
の
前
書
き
を
書
く
よ
う
依
頼
を
受
け
た
。
長
い
年
月
の
中
で
、
中

国
・
朝
鮮
の
古
い
音
楽
は
彼
の
地
で
は
失
わ
れ
た
が
、
こ
の
地
（
日
本
）
に
は
存
在

し
て
い
る
。
そ
れ
な
ら
、
も
は
や
そ
れ
は
我
が
国
の
音
楽
と
呼
ん
で
も
よ
い
の
で
は

な
い
か
。
今
日
、
我
が
国
は
多
く
の
外
国
と
友
好
的
関
係
を
築
い
て
い
る
。
多
く
の

国
々
の
音
楽
が
我
が
国
中
に
伝
わ
り
、
そ
の
数
は
日
に
日
に
増
え
て
い
る
。
私
た
ち

は
美
し
く
良
い
音
楽
を
採
用
し
、
こ
れ
を
練
習
す
る
。
あ
た
か
も
、
中
国
・
朝
鮮
の

古
い
音
楽
が
、
後
の
時
代
に
中
国
で
は
失
わ
れ
、
日
本
で
は
残
っ
た
よ
う
に
。
言
い

換
え
れ
ば
、
こ
の
世
界
の
音
楽
の
美
だ
っ
た
も
の
が
、
こ
の
日
本
に
集
ま
る
の
で
あ

る
。
日
本
は
ま
さ
に
世
界
の
一
大
楽
部
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
時

に
お
い
て
、
こ
う
し
た
作
品
を
編
纂
で
き
る
の
は
鷯
巣
以
外
に
い
な
い
と
い
う
こ
と

は
疑
い
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

重
野
の
前
書
き
は
、
四
つ
の
異
な
る
参
照
枠
を
寄
せ
集
め
て
い
る
点
で
興
味
深

い
。
一
つ
目
は
、
中
華
思
想
に
基
づ
く
古
い
世
界
秩
序
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
洗
練
さ

れ
た
音
楽
が
あ
る
種
の
黄
金
律
と
な
っ
て
お
り
、
中
国
の
正
統
な
後
継
で
あ
る
日
本

は
、
こ
う
し
た
音
楽
が
そ
の
起
源
の
地
で
衰
退
し
て
い
く
間
も
そ
れ
を
育
て
て
き
た

の
で
あ
る
。
二
つ
目
は
国
民
で
あ
る
。
日
本
は
俗
楽
（
後
に
研
究
者
た
ち
は
、
こ
の

民
衆
の
音
楽
を
説
明
す
る
際
に
、
ド
イ
ツ
語
の‘V

olk ’

（
民
衆
）
の
概
念
を
採
用
す

る
よ
う
に
な
っ
た
）
な
ど
の
独
自
の
音
楽
を
持
っ
た
国
家
で
あ
る
。
三
つ
目
は
、
知

識
や
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
新
し
い
源
泉
と
さ
れ
た
、
競
合
す
る
国
々
の
グ
ロ
ー

バ
ル
な
舞
台
（
明
治
日
本
で
は
「
諸
国
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
非
常
に
多
い
）
で
あ

る
。
そ
し
て
四
つ
目
で
あ
る
が
、
重
野
は
自
ら
の
名
前
の
前
に
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
定
義
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
た
「
薩
摩
」
と
い
う
文
字
を
記
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
単
一
民
族
に
よ
る
統
一
国
家
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
生
ま
れ
る
中
で

あ
っ
て
も
、
国
の
下
位
に
あ
る
実
体
を
想
起
さ
せ
て
い
た
。
こ
の
最
後
の
点
は
、
重

野
が
音
楽
に
関
す
る
著
作
の
中
で
薩
摩
出
身
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
と
い
う

文
脈
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。

薩
摩
の
件
は
こ
こ
で
は
脇
に
置
い
て
お
い
て
、
私
が
こ
こ
で
言
い
た
い
こ
と
は
、

小
中
村
の
「
歌
舞
音
楽
略
史
」
は
、
レ
ン
ズ
・
ボ
ッ
ト
が
『
人
文
学
の
新
し
い
歴

史
』
の
中
で
一
九
世
紀
に
お
け
る
最
も
重
要
な
発
展
の
一
つ
と
記
述
し
た
よ
う
な（
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、

「
古
典
的
」
学
問
か
ら
「
国
家
（
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
的
」
学
問
へ
の
転
換
の
重
要
な
瞬

間
を
象
徴
し
て
い
る
と
も
言
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
重
野
は
古
代
中
国
の
音
楽

を
高
く
評
価
し
て
い
る
が
、
小
中
村
が
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
俗
楽
を
著
作
に
含
め
た

こ
と
を
称
賛
し
て
も
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
重
野
と
小
中
村
の
立
ち
位
置
は
、「
歌

舞
音
楽
略
史
」
の
発
行
の
二
年
後
に
起
き
た
東
京
音
楽
学
校
在
廃
論
争（
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で
東
京
音
楽

学
校
の
存
在
を
擁
護
し
た
著
名
な
学
者
数
名
の
立
ち
位
置
と
は
、
は
っ
き
り
と
対
照

的
で
あ
る
。
東
京
音
楽
学
校
の
存
続
を
擁
護
す
る
上
で
最
も
重
要
だ
っ
た
議
論
の
一

つ
は
、
俗
楽
改
良
の
必
要
性
に
関
す
る
認
識
で
あ
り
、
音
楽
改
良
を
風
俗
改
良
に
お

け
る
不
可
欠
の
一
部
さ
ら
に
は
決
定
的
な
方
策
と
す
る
主
張
に
お
い
て
、
擁
護
派
の

数
名
は
儒
教
の
古
典
を
引
用
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
擁
護
派
は
、
音
楽
を
礼
楽
と

し
て
扱
う
と
い
う
特
徴
を
持
ち
、
民
衆
音
楽
を
民
衆
の
活
力
源
や
国
民
感
情
強
化
の

た
め
の
文
化
資
源
で
は
な
く
恥
ず
か
し
い
も
の
と
見
な
す
世
界
観
を
表
現
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
小
中
村
の
著
書
は
、
前
書
き
が
重
野
の
寄
せ
た
も
の
だ
け
で
は
な
か
っ

た
と
い
う
事
実
が
、
そ
の
象
徴
的
重
要
性
を
さ
ら
に
強
め
て
い
る
。
彼
の
著
書
に
は

二
つ
目
の
前
書
き
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ

ン
（
一
八
五
〇
―
一
九
三
五
）
に
よ
る
英
語
で
の
前
書
き
で
あ
っ
た
。
チ
ェ
ン
バ
レ

ン
は
一
八
八
六
年
に
、
帝
国
大
学
（
東
京
大
学
）
で
日
本
語
お
よ
び
文
献
学
専
門
の

初
の
教
授
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
古
文
も
同
時
代
の
日
本
語
も

見
事
に
使
い
こ
な
せ
る
人
だ
っ
た
の
で
、
お
そ
ら
く
彼
な
ら
日
本
語
で
も
（
あ
る
い

は
漢
文
で
も
）
前
書
き
を
書
く
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
前
書
き
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を
依
頼
さ
れ
た
理
由
は
お
そ
ら
く
、
外
国
人
教
授
が
前
書
き
を
寄
せ
た
著
作
は
評
判

が
高
ま
る
か
ら
で
あ
り
（
し
か
も
英
語
で
書
か
れ
て
い
る
と
な
れ
ば
尚
更
で
あ

る
）、「
音
楽
」
と
い
う
抽
象
的
用
語
が
黙
示
的
に
持
つ
普
遍
性
と
い
う
意
味
合
い
も

強
化
さ
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
同
時
に
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
前
書
き
は
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
い
か
に
表
裏
一
体
で
あ
る
か
と

い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

国
学
者
と
漢
学
者
は
、
明
治
政
府
機
関
で
影
響
力
を
競
っ
て
い
た
と
き
は
対
立
者

同
士
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
国
学
に
お
け
る
文
献
批
判
の
文
献
学
派
は
漢
学

か
ら
恩
恵
を
得
た
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
い
ず
れ
の
学
派
も
本
質
的
に
は
、
中
華
思
想

に
基
づ
く
世
界
秩
序
の
一
部
で
あ
っ
た
同
じ
認
識
論
（
エ
ピ
ス
テ
モ
ロ
ジ
ー
）
に
根

差
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
世
界
秩
序
は
少
し
ず
つ
、
西
洋
の
ア
イ
デ
ア
や

基
準
が
普
遍
的
と
認
識
さ
れ
る
世
界
観
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
っ
た
。
チ
ェ
ン
バ

レ
ン
が
前
書
き
の
中
で
音
楽
を
「
普
遍
的
言
語
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の

象
徴
で
あ
る
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
こ
の
言
語
か
ら
様
々
な
方
言
が
派
生
し
て
い
っ
た

と
は
認
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
世
紀
末
お
よ
び
二
〇
世
紀
初
頭
に
西
洋
知

識
全
般
が
普
遍
的
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば（
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、
日
本
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は

重
野
の
よ
う
な
学
者
や
知
識
人
が
伝
え
た
漢
学
か
ら
派
生
し
た
方
言
に
よ
っ
て
表
現

さ
れ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
私
の
結
論
は
こ
う
で
あ
る
。
一
方
で
は
冒
頭
に

紹
介
し
た
風
刺
画
と
、
政
府
に
よ
る
正
史
編
纂
の
中
止
が
あ
り
、
他
方
で
は
小
中
村

の
『
歌
舞
音
楽
略
史
』
と
、
そ
の
本
の
記
述
言
語
以
外
の
言
語
で
書
か
れ
た
二
つ
の

前
書
き
が
あ
る
。
両
者
は
共
に
、
レ
ン
ズ
・
ボ
ッ
ト
が
説
明
し
た
と
こ
ろ
の
古
典
的

学
問
か
ら
国
家
（
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
的
学
問
へ
の
段
階
的
変
化
の
兆
候
と
見
な
す
こ
と

が
で
き
る
。
で
は
、「
古
典
的
」
学
問
と
「
国
家
（
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
的
」
学
問
と
は

ど
う
い
う
意
味
だ
ろ
う
か
？　

先
に
こ
れ
ら
を
定
義
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
歴
史
研
究
者
と
は
特
殊
の
事
例
を
扱
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
私

は
明
治
日
本
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
特
殊
的
な
発
展
を
先
に
指
摘
す
る
こ
と
に
し
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
、
学
問
に
関
係
し
た
「
古
典
的
」
と
「
国
家

（
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
的
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
、
少
し
ば
か
り
一
般
化
し
た
い
と
思

う
。
レ
ン
ズ
・
ボ
ッ
ト
は
こ
れ
ら
の
定
義
を
し
っ
か
り
と
行
わ
な
か
っ
た
。
ボ
ッ
ト

や
他
の
者
が
「
古
典
的
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
と
き
、
そ
れ
は
欧
州
史
の
大
半
を
貫

く
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
思
想
お
よ
び
文
化
を
手
本
と
す
る
潮
流
を
意
味
し

て
い
る
。
人
文
学
に
お
け
る
「
古
典
」
領
域
と
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
時
代

の
も
の
と
定
義
さ
れ
る
文
献
資
料
の
研
究
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
人
学
者
の
ヴ
ィ
ー
ブ

ケ
・
デ
ー
ネ
ー
ケ
は
、『
古
典
的
な
世
界
文
学
（Classical W

orld Litera-
tures

）』
と
い
う
画
期
的
な
著
書
の
中
で
、
ロ
ー
マ
人
の
ギ
リ
シ
ャ
文
学
の
受
け
入

れ
方
と
、
古
代
日
本
人
（
奈
良
～
平
安
時
代
）
の
中
国
文
学
の
受
け
入
れ
方
を
比
較

し
て
い
る（

（4
（

。
私
自
身
も
ず
っ
と
前
か
ら
、
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
古
典
作
品
へ

の
関
り
と
、
近
世
日
本
（
江
戸
時
代
）
に
お
け
る
中
国
古
典
（
特
に
儒
教
の
古
典
文

献
）
へ
の
関
わ
り
を
比
較
す
れ
ば
面
白
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
き
た
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
私
が
「
古
典
的
」
学
問
と
「
国
家
（
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
的
」
学
問
を
比
較
対
照
し

た
も
の
を
以
下
に
記
す
。

こ
れ
ら
す
べ
て
の
特
徴
（
も
っ
と
あ
る
か
も
し
れ
な
い
）
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
説

明
す
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。（
二
）
と
（
三
）
に
つ
い
て
は
既
に
あ
る
程
度
説
明

し
た
。
明
治
時
代
、
漢
学
は
美
学
（
漢
詩
）、
道
徳
（
学
校
で
の
儒
教
倫
理
に
基
づ

く
道
徳
教
育
の
形
で
）、
お
よ
び
学
問
に
分
割
さ
れ
た
。
そ
し
て
学
問
は
、
中
国
の

歴
史
、
文
学
、
哲
学
の
各
領
域
に
分
類
さ
れ
た
の
で
あ
る
。（
四
）
と
（
六
）
に
関

し
て
は
、
中
国
と
日
本
は
固
定
さ
れ
た
国
境
を
持
つ
別
個
の
国
々
と
し
て
扱
わ
れ
る

こ
と
が
多
く
な
り
（
か
つ
て
の
琉
球
王
国
と
の
関
係
の
よ
う
な
曖
昧
さ
は
も
う
な

い
）、
中
国
語
は
外
国
語
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
重
野
は
学
生
た
ち
に
漢

文
テ
キ
ス
ト
を
中
国
人
と
同
じ
発
音
で
学
ぶ
よ
う
勧
め
た
と
い
う
こ
と
を
、
既
に
述
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べ
て
き
た
。
こ
こ
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
比
較
し
て
異
な
る
部
分
が
あ
る
。
日
本
人
に

よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
中
国
語
の
記
述
体
系
の
性
質
（
表
意
文
字
）
の
お
か
げ
で
、
日

本
人
は
中
国
語
が
実
際
に
は
外
国
語
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
無
視
で
き
た
の
で
あ
る

（
も
っ
と
も
、
そ
れ
は
基
本
的
に
、
若
干
の
日
本
語
の
特
殊
性
を
持
っ
た
古
典
中
国

語
で
あ
る
の
だ
が
）。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
に
至
る
ま
で
日
本
人
は
、
訓

読
と
呼
ば
れ
る
特
別
な
方
法
で
漢
文
を
読
ん
で
い
る
。
訓
読
で
は
、
読
者
は
テ
キ
ス

ト
を
読
み
進
め
る
と
共
に
翻

訳
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
五
）
に
つ
い
て
は
、
重

野
は
同
時
代
の
中
国
の
研
究

も
奨
励
し
て
い
る
し
、
日
本

人
学
生
を
海
外
に
派
遣
し
て

さ
え
も
い
る
。
中
国
は
古
代

の
偉
大
な
賢
人
た
ち
の
王
国

だ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
同
時

代
的
な
実
体
で
も
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

「
古
典
的
」
学
問
か
ら

「
国ネ

ー
シ
ヨ
ン家

的
」
学
問
へ
の
転
換

プ
ロ
セ
ス
は
、
一
八
九
三
年

ま
で
に
は
決
し
て
完
了
に
至

っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
一
八
九
三

年
ま
で
に
は
、
未
完
成
の

『
大
日
本
編
年
史
』
が
近
代

国
家
と
な
っ
た
日
本
の
ニ
ー

ズ
を
も
は
や
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
の
当
事
者
に
と
っ
て
明
白
だ
っ

た
だ
ろ
う
。
一
八
九
五
年
四
月
、
修
史
局
が
史
料
編
纂
掛
と
し
て
再
び
開
設
さ
れ
た

と
き
、
日
本
史
の
修
史
事
業
は
も
は
や
課
題
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、
代
わ
り
に
、
史
料

を
蒐
集
し
て
、
他
者
が
そ
れ
を
使
用
し
て
歴
史
研
究
を
行
え
る
よ
う
編
纂
す
る
こ
と

が
職
員
の
仕
事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
小
中
村
の
著
書
は
、
二
つ
の
前
書
き
を
含
め
、
少
な
く
と
も
二
回
再
版
さ

れ
た（

（4
（

。
彼
の
著
書
は
こ
の
時
代
に
書
か
れ
た
数
多
く
の
歴
史
書
の
一
つ
に
過
ぎ
ず
、

さ
ら
に
、
一
般
的
な
国
の
歴
史
と
い
う
よ
り
は
特
殊
な
分
野
に
限
っ
た
歴
史
書
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
大
量
の
文
献
に
基
づ
い
た
内
容
で
あ
っ
た
が
（
な
る
ほ
ど
、
小
中
村

は
文
部
省
の
『
古
事
類
苑
』
一
大
編
纂
事
業
に
も
携
わ
っ
て
い
た
）、
著
者
で
あ
る

小
中
村
は
一
八
八
〇
年
代
に
史
局
で
広
ま
っ
て
い
た
史
料
批
判
と
い
う
新
し
い
手
法

を
取
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
重
野
と
そ
の
同
僚
た
ち
に
よ
る
先
駆
的
仕
事
と
同
様

に
、
小
中
村
の
著
書
も
、
日
本
の
音
楽
を
新
し
い
参
照
枠
、
つ
ま
り
日
本
国
と
い
う

参
照
枠
に
位
置
付
け
て
い
る
と
い
う
点
で
、
古
典
的
学
問
か
ら
国
家
（
ネ
ー
シ
ョ

ン
）
的
学
問
へ
の
転
換
の
重
要
な
側
面
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
こ
う
し
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
学
問
の
出
現
に
は
犠
牲
を
伴
っ
た
こ
と
も

見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
。
レ
ン
ズ
・
ボ
ッ
ト
が
言
う
「
古
典
の
く
び
き
」
が
少
し

ず
つ
廃
れ
て
い
き
、
古
代
中
国
の
歴
史
に
与
え
ら
れ
て
い
た
の
と
同
じ
だ
け
の
重
要

性
を
日
本
の
歴
史
に
与
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
一
方
で
、「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト

の
く
び
き
」
が
同
等
に
制
約
す
る
も
の
と
し
て
出
現
し
た
の
で
あ
る（

（4
（

。
こ
れ
は
重
野

や
久
米
な
ど
の
学
者
た
ち
が
、
研
究
内
容
が
新
し
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
対
立
す
る

も
の
と
見
な
さ
れ
た
た
め
に
圧
力
を
受
け
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
お

そ
ら
く
、
よ
り
陰
険
で
あ
っ
た
た
め
に
よ
り
深
刻
だ
っ
た
の
は
、
国
民
国
家
は
西
洋

人
に
よ
り
最
近
に
な
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
天
与
の
も
の
で
あ
る
と
見
な
す

方
法
論
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
る（

（5
（

。
明
治
日
本
の
歴
史
学
に
関
す
る
私
の
叙
述

を
、
レ
ン
ズ
・
ボ
ッ
ト
が
『
人
文
学
の
新
し
い
歴
史
』
で
示
し
た
よ
り
幅
広
い
文
脈

古典的 国
ネーシヨン

家的

1．普遍的かつ永遠の真実（「道」） 1．特殊性（国
ネーシヨン

家）の強調
2．�統一性の一部としての学問、道

徳、美学
2．�別個のカテゴリー：「科学」と道徳

は対立し得る。
3．知識の統一 3．学問領域への分割
4．�国境を超えた参照されるべき文

化。帝国のエリート文化。
4．�理想的には、独自の固有文化を持

つ単一民族国家。民主主義的な理
想。

5．�（理想化された）過去における参照
されるべき文化

5．過去と現在の直接的連続性

6．�外国語における参照されるべき文
化

6．国語の理想

（「参照されるべき文化」という用語はデーネーケの著書（2014 年）の「reference culture」
に由来する）
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の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
く
び
き
か
ら
脱
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
相
互
依
存
世
界
に
よ
り
適
し
た
歴
史
研
究
方
法
お
よ
び
執
筆
手
法
を
発

展
さ
せ
る
上
で
必
要
と
な
る
プ
ロ
セ
ス
に
、
さ
さ
や
か
な
貢
献
を
果
た
せ
る
と
幸
い

で
あ
る
。

〈
付
記
〉現
在
、
本
論
文
の
よ
り
古
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
簡
略
な
英
語
版
が
、
カ
ー
ト
・
ア
ル

ム
ク
ヴ
ィ
ス
ト
編
『Japanese Self-Im

ages

』
と
い
う
本
の
中
の
一
章
と
し
て
、

新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。“Chinese Learning （K

angaku

） betw
een Clas-

sical and N
ational Scholarship. ” K

urt A
lm

qvist, Y
ukiko D

uke Berg-
m
an, eds., Japan ’s Past and Present. Stockholm

: Bokförlaget Stolpe/
A
xel and M

argaret A
x: on Johnsons Foundation, 2020, pp. 471-79.

注（
1
）　
『
新
聞
集
成
明
治
編
年
史
』
第
八
巻
四
〇
六
ペ
ー
ジ
。

（
2
）　

公
式
の
提
案
書
に
は
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
も
う
一
つ
の
理
由
が
あ
る
。
史
誌
編
纂

掛
の
学
者
に
よ
る
日
本
史
解
釈
の
一
部
に
、
井
上
が
反
発
し
た
の
で
あ
る
。
確
か

に
、
史
誌
編
纂
掛
の
閉
鎖
は
「
久
米
事
件
」（
歴
史
学
者
の
一
人
で
あ
る
久
米
邦
武

が
自
身
の
論
文
「
神
道
は
祭
天
の
古
俗
」
に
よ
っ
て
激
し
い
怒
り
を
買
い
、
帝
国
大

学
教
授
職
を
解
任
さ
れ
た
事
件
）
の
わ
ず
か
一
年
後
に
起
こ
っ
て
い
る
。

（
3
）　
『
歴
史
と
国
家
―
一
九
世
紀
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
学

問
』
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
メ
ー
ル 

著
、
千
葉
功 

訳
者
代
表
、
松
沢
裕
作 

訳
者
代
表

（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
）
八
五
～
八
八
ペ
ー
ジ
。

（
4
）　H

istory and the State in N
ineteenth-Century Japan: T

he W
orld, the 

N
ation, and the Search for a M

odern Past. Copenhagen: T
he Sound 

Book Press, 2017.

（
5
）　Bod, Rens. A

 N
ew

 H
istory of the H

um
anities: T

he Search for Princi-
ples and Patterns from

 A
ntiquity to the Present. O

xford: O
xford U

ni-
versity Press, 2015 （2013

）.

（
6
）　Jürgen O

sterham
m
el, T

he T
ransform

ation of the W
orld: A

 G
lobal 

H
istory of the N

ineteenth Century, trans. Patrick Cam
iller 

（Princeton: 
Princeton U

niversity Press, 2014

）: 414.

（
7
）　
「
万
国
と
対
峙
（T

o Stand w
ith the N

ations of the W
orld

）」。
こ
れ
は
主

要
な
当
事
者
が
し
ば
し
ば
言
う
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。
マ
ー
ク
・
ラ
ビ
ナ
（M

ark 
Ravina

）
の
著
書
の
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る
。

（
8
）　

ま
た
は
「
普
遍
的
な
参
照
規
範
（universal norm

ative reference

）」。M
er-

vart, D
avid. “M

eiji Japan ’s China Solution to T
okugaw

a Japan ’s China 
Problem

. ” Japan Forum
 27.4 （2015

）: 544-558

を
参
照
。

（
9
）　

大
久
保
利
謙
『
日
本
近
代
史
学
の
成
立
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）
四
二

ペ
ー
ジ
。

（
10
）　

七
二
〇
年
の
『
日
本
書
紀
』
か
ら
、
九
〇
一
年
に
成
立
し
た
『
日
本
三
代
実
録
』

ま
で
。

（
11
）　Facius, M

ichael. China übersetzen: G
lobalisierung und Chinesisches 

W
issen im

 Japan im
 19. Jahrhundert. Frankfurt a.M

.: Cam
pus, 2017.  

本
書
で
言
及
さ
れ
て
い
る
出
来
事
が
第
四
章
で
扱
わ
れ
て
い
る
。

（
12
）　

重
野
安
繹
「
漢
学
宜
し
く
正
則
一
科
を
設
け
少
年
秀
才
を
撰
み
清
国
に
留
学
せ
し

む
べ
き
論
説
」
一
八
七
九
年
（
薩
摩
史
研
究
会
編
『
重
野
博
士
史
学
論
文
集
』
名
著

普
及
会
、
一
九
八
九
年
、
下
巻
三
四
五
～
三
五
二
ペ
ー
ジ
）。

　
　

T
ao, D

em
in. “Shigeno Y

asutsugu as an A
dvocate of “Practical Sinolo-

gy ” in M
eiji Japan ”

も
参
照
（『
日
本
漢
学
思
想
史
論
考
』
関
西
大
学
出
版
部
、

一
九
九
九
年
、
六
九
～
八
一
ペ
ー
ジ
｟
注
：
該
当
の
章
は
英
語
で
書
か
れ
て
い
る
｠）。

（
13
）　

桂
の
使
命
は
一
八
八
〇
年
代
お
よ
び
一
八
九
〇
年
代
に
は
他
の
者
た
ち
に
引
き
継

が
れ
、
最
終
的
な
武
力
衝
突
が
さ
ら
に
予
感
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
た
。 

（
14
）　

当
時
、
中
国
は
こ
れ
に
抵
抗
で
き
る
立
場
に
な
か
っ
た
が
、
一
八
九
四
～
一
八
九

五
年
の
日
清
戦
争
に
敗
北
し
た
後
に
な
っ
て
初
め
て
、
琉
球
に
対
す
る
日
本
の
主
権

を
正
式
に
認
め
た
。
ガ
ヴ
ァ
ン
・
マ
コ
ー
マ
ッ
ク
お
よ
び
サ
ト
コ
・
オ
カ
・
ノ
リ
マ

ツ
共
著
『
沖
縄
の
怒
―
日
米
へ
の
抵
抗
（Ryukyu/O

kinaw
a, From

 D
isposal 

to Resistance

）』（『
ア
ジ
ア
太
平
洋
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
〇
・
三
八
・
一
（
二
〇
一

二
年
））
を
参
照
。
同
時
に
こ
れ
は
、
中
国
の
歴
史
的
属
領
の
入
手
に
向
け
て
の
第

一
歩
で
あ
り
（
台
湾
と
韓
国
も
ほ
ど
な
く
こ
れ
に
追
従
）、「
中
国
を
継
承
し
よ
う
と
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す
る
日
本
の
試
み
」
に
お
け
る
重
要
な
出
来
事
で
あ
っ
た
（Shillony, Ben-A

m
i, 

“T
he M

eiji Restoration: Japan ’s A
ttem

pt to Inherit China, ” in W
ar, 

R
evolution &

 Japan, ed. N
eary, Ian 

（Sandgate, Folkestone, K
ent: Japan 

Library, 1993
）, ‌29

）。
こ
う
し
た
野
心
は
中
華
思
想
と
い
う
古
い
世
界
観
を
反
映

し
て
お
り
、
明
治
の
日
本
を
特
徴
づ
け
る
複
合
的
変
革
の
例
で
あ
る
と
論
ず
る
者
も

い
る
だ
ろ
う
。 

（
15
）　

津
田
仙
［
ほ
か
］
訳
、
中
村
敬
宇
校
正
『
英
華
和
訳
字
典
』
山
内
輹
、
一
八
七
九

～
一
八
八
一
年
四
月
。

（
16
）　
「
大
学
ノ
中
ニ
聖
学
ノ
一
科
ヲ
説
ク
ベ
キ
説
」（
松
平
直
亮 

編
『
西
村
茂
樹
先
生

論
説
集　

第
一
巻
』
明
二
七
．
六
）
一
六
三
ペ
ー
ジ
。http://dl.ndl.go.jp/info: 

ndljp/pid/898716/140?tocO
pened=1

（
17
）　
「
教
学
聖
旨
」
の
本
文
お
よ
び
詳
説
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら
を
参
照
：D

uke, Ben-
jam

in, T
he H

istory of M
odern Japanese E

ducation: Constructing the 
N
ational School System

, 1872-1890 

（N
ew

 Brunsw
ick, N

J: Rutgers 
U
niversity Press, 2009

）, 257-283.

（
18
）　
「
教
育
勅
語
」
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら
を
参
照
：Gluck, Carol, Ja-

pan ’s M
odern M

yths: Ideology in the Late M
eiji Period 

（Princeton, N
J: 

Princeton U
niversity Press, 1985

）, 120-128; D
uke, T

he H
istory of M

od-
ern Japanese E

ducation: C
onstructing the N

ational School System
, 

1872-1890, 348-369. 

（
19
）　Facius, China übersetzen, pp. 238-49.

（
20
）　
『
歴
史
と
国
家
』
三
五
ペ
ー
ジ
。

（
21
）　Facius, M

ichael. “T
ranscultural Philology in 19th+century Japan: 

T
he Case of Shigeno Y

asutsugu 

（1827-1910

）. ” Philological Encounters 
3. （2018

）: 3-33, p. 5.

（
22
）　Gibb, Sir H

am
ilton. “T

he Influence of Islam
ic Culture on M

edieval 
Europe. ” In Change in M

edieval Society, edited by T
hrupp, Sylvia L., 

155-167. N
ew

 Y
ork: A

ppleton-Century-Croft, 1964.

ギ
ブ
が
主
張
し
た
第

三
の
原
則
（
第
二
の
原
則
に
関
連
）
は
、
文
化
は
そ
の
価
値
観
や
姿
勢
に
馴
染
ま
な

い
要
素
を
拒
否
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
23
）　
「 

学
問
は
遂
に
考
証
に
帰
す
」（
一
八
九
〇
年
）、『
論
文
集
』
上
巻
、
三
五
～
四

七
頁
。
薩
藩
史
研
究
会
編
『
重
野
博
士
史
学
論
文
集
』
全
四
巻
（
名
著
普
及
会
、
一

九
八
九
年
、
上
・
中
・
下
巻
の
初
刊
は
一
九
三
八
～
一
九
三
九
年
）。

（
24
）　Facius, 2018, 25.

（
25
）　
『
歴
史
と
国
家
』。
松
沢
裕
作
『
重
野
安
繹
と
久
米
邦
武
：「
正
史
」
を
夢
み
た
歴

史
家
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
も
参
照
。

（
26
）　
「
国
史
編
纂
の
方
法
を
論
ず
」（
一
八
七
九
年
）、『
論
文
集
』
第
一
巻
、
一
～
八
頁
。

（
27
）　Facius, M

ichael. “T
ranscultural Philology in 19th+century Japan: 

T
he Case of Shigeno Y

asutsugu 

（1827-1910

）. ” Philological E
ncounters 

3. （2018

）: 3-33.

（
28
）　Pyle, K

enneth B. T
he N

ew
 G

eneration in M
eiji Japan: Problem

s of 
C
ultural Identity, 1885-1895. Stanford, Cal.: Stanford U

niversity 
Press, 1969.

（
29
）　

三
上
四
〇
〇
：
八
六
「
三
上
参
次
先
生
談
旧
会
速
記
録
」（『
日
本
歴
史
』
四
〇
〇

号
）
八
六
ペ
ー
ジ
。

（
30
）　
「
古
文
書
」
と
い
う
用
語
は
、
研
究
社
の
『
新
日
英
辞
典
』（
第
四
版
、
一
九
七
四

年
）
で
は
、「
太
古
か
ら
の
（
古
い
）
文
書
、
パ
レ
オ
グ
ラ
フ
、
証
書
（ancient 

［antique

］ docum
ents; a pal（a

）eograph; diplom
as

）」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

M
ehl, M

argaret. “T
he European M

odel and the A
rchive in Japan: In-

spiration or Legitim
ation? ” H

istory of the H
um

an Sciences 26.4 

（2013

）: 
107-127

を
参
照
。 

（
31
）　

黒
板
は
久
米
に
言
及
し
て
い
る
が
、
黒
板
の
論
文
は
久
米
の
論
文
か
ら
は
独
立
し

た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
黒
板
の
古
文
書
学
が
受
け
た

様
々
な
影
響
に
つ
い
て
は
、
今
後
徹
底
し
た
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
久
米
と
黒
板
の

繋
が
り
に
つ
い
て
は
荻
野
三
七
彦
「
久
米
邦
武
と
「
古
文
書
学
」」
大
久
保
利
謙
編

『
久
米
邦
武
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
一
九
九
一
：
三
五
七
―
六
五
）
を
参
照
。
松
沢

裕
作
に
よ
れ
ば
、
久
米
と
黒
板
の
論
文
の
違
い
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、
継
続
性
に

つ
い
て
の
荻
野
の
指
摘
は
正
し
い
。
黒
板
が
彼
と
共
に
研
究
を
行
っ
て
い
た
間
、
星

野
恒
が
別
の
古
文
書
集
（『
古
文
書
類
纂
』
一
八
九
四
年
）
の
編
集
を
監
督
し
た
。

彼
は
こ
れ
を
授
業
で
使
用
し
た
。



� 東京大学史料編纂所研究紀要　第31号　2021年 3 月 （254） 

（
32
）　K

okugaku in M
eiji-period Japan: T

he M
odern T

ransform
ation of 

‘N
ational Learning ’ and the Form

ation of Scholarly Societies. Leiden, 
Boston: Global O

riental, 2013.

日
本
人
学
者
に
よ
る
論
文
に
は
、
藤
田
大
誠

『
近
代
国
学
の
研
究
』（
久
伊
豆
神
社
小
教
院
叢
書
、
弘
文
堂
、
二
〇
〇
七
年
）
が
あ

る
。
当
然
な
が
ら
、
藤
田
も
考
証
学
を
近
代
国
学
に
大
き
く
貢
献
し
た
も
の
と
し
て

扱
っ
て
い
る
。
大
久
保
利
謙
が
国
学
お
よ
び
漢
学
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い

る
か
に
つ
い
て
は
、
拙
著
「
大
久
保
利
兼
と
近
代
史
学
史
研
究
」、
佐
藤
雄
基 

編

『
明
治
が
歴
史
に
な
っ
た
と
き
―
史
学
史
と
し
て
の
大
久
保
利
謙
』（
勉
誠
出
版
、
二

〇
二
〇
年
）
ご
参
照
。

（
33
）　

斎
藤
桂
『〈
裏
〉
日
本
音
楽
史
：
異
形
の
近
代
』（
東
京
：
春
秋
社
、
二
〇
一
五

年
）
を
参
照
。
斎
藤
は
「
古
代
の
薩
摩
隼
人
に
能
楽
の
起
源
が
あ
る
」
と
い
う
重
野

の
主
張
を
中
心
に
扱
っ
て
い
る
が
、
重
野
の
音
楽
史
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
彼

自
身
の
思
想
や
彼
が
著
し
た
歴
史
論
文
な
ど
を
含
め
た
よ
り
幅
広
い
文
脈
に
お
い
て

の
み
正
し
く
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。 

（
34
）　
「
風
俗
歌
舞
源
流
考
」『
重
野
博
士
史
学
論
文
集
』
上
巻
四
三
五
～
四
六
二
ペ
ー
ジ
。

（
35
）　
『
歌
舞
音
楽
略
史
』
全
二
巻
（
乾
・
坤
）、
金
杉
村
（
東
京
府
北
豊
島
郡
）：
小
中

村
清
矩
、
一
八
八
八
年
。

（
36
）　
『
歌
舞
音
楽
略
史
』（
坤
）
五
六
ペ
ー
ジ
。
ほ
か
に
名
前
を
挙
げ
ら
れ
た
三
名
は
、

栗
田
寛
（
江
戸
時
代
に
水
戸
藩
主
の
命
に
よ
り
始
め
ら
れ
た
『
大
日
本
史
』
編
纂
に

携
わ
っ
た
学
者
。『
大
日
本
史
』
は
中
国
の
王
朝
史
に
忠
実
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
っ

た
）、
国
学
者
の
小
杉
榲
邨
、
お
よ
び
好
古
家
の
柏
木
探
古
（
貨
一
郎
）
で
あ
る
。

（
37
）　

斎
藤
桂
『<

裏>

日
本
音
楽
史
』
三
二
～
三
四
ペ
ー
ジ
。
斎
藤
は
小
中
村
の
日
記

と
重
野
に
宛
て
た
書
簡
を
引
用
し
て
い
る
。

（
38
）　
『
史
学
協
会
雑
誌
』
第
一
号
（
一
八
八
三
年
）、
一
ペ
ー
ジ
目
よ
り
前
の
編
集
者
に

よ
る
前
書
き
。
小
中
村
は
史
学
協
会
の
設
立
会
合
で
、
政
府
機
関
の
歴
史
と
音
楽
の

歴
史
に
関
す
る
講
義
を
行
っ
て
い
る
。

（
39
）　H

osokaw
a, Shuhei　

細
川
周
平. “O

ngaku, O
nkyô/M

usic, Sound. ” In 
W

orking W
ords: N

ew
 A

pproaches to Japanese Studies, 1-22: Center for 
Japanese Studies, U

C Berkeley, 2012.

斎
藤
桂
『〈
裏
〉
日
本
音
楽
史
』
三
一
～

三
二
ペ
ー
ジ
も
参
照
。

（
40
）　H

osokaw
a, “O

ngaku, O
nkyô/M

usic, Sound ”,

三
ペ
ー
ジ
。

（
41
）　

小
中
村
清
矩
（
一
八
二
一
―
一
八
九
五
）
著
『
歌
舞
音
楽
略
史
』
岩
波
書
店
、
一

九
三
一
年
（
岩
波
文
庫
、
二
九
六
～
二
九
七
ペ
ー
ジ
）
に
基
づ
く
。
た
だ
し
、
一
八

八
八
年
刊
行
の
初
版
本
を
も
と
に
文
字
を
一
部
改
め
た
。

（
42
）　

以
上
ま
で
は
、
重
野
が
小
中
村
の
文
章
（
岩
波
書
店
、
一
八
一
～
一
八
四
ペ
ー

ジ
）
を
言
い
換
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。「
鷯
巣
」
参
考
書
に
は
見
つ
か
ら
な
い

が
、
小
中
村
の
号
で
あ
る
だ
ろ
う
。

（
43
）　

つ
ま
り
重
野
の
「
風
俗
歌
舞
源
流
考
」
を
指
す
だ
ろ
う
。

（
44
）　Bod, 250, 251. 

（
45
）　
『
東
京
藝
術
大
学
百
年
史
』
東
京
音
楽
学
校
篇
第
一
巻
（
音
楽
之
友
社
、
一
九
八

七
年
）
二
九
七
～
四
〇
六
ペ
ー
ジ
。
特
に
矢
田
部
良
吉
「
音
楽
学
校
論
」
を
参
照
。

（
46
）　

第
一
次
世
界
大
戦
は
西
洋
文
明
を
普
遍
的
基
準
と
す
る
考
え
の
終
わ
り
の
始
ま
り

だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
参
照
：D

ickinson, Frederick R. “From
 “Interna-

tional ” to “Global ”: D
iplom

atic Reflections on M
odern Japan beyond a 

W
est European W

orld. ” In Rethinking “Japanese Studies ” from
 Prac-

tices in the N
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verseas sym
posium

 in Copenhagen 2012, 
edited by Liu, Jianhui and Sano, M

ayuko, 229-239. K
yoto: International 

Research Center for Japanese Studies, 2014.

（
47
）　D

enecke, W
iebke. Classical W

orld Literatures: Sino-Japanese and 
Greco-Rom

an Com
parisons. O

xford: O
xford U

niversity Press, 2014.

（
48
）　

明
治
書
院
一
九
〇
三
年
、
お
よ
び
岩
波
書
店
一
九
三
一
年
（
岩
波
文
庫
、
二
九
六
～

二
九
七
ペ
ー
ジ
）。

（
49
）　Bod, Rens, A

 N
ew

 H
istory of the H

um
anities: T

he Search for Princi-
ples and Patterns from

 A
ntiquity to the Present 

（O
xford: O

xford U
ni-

versity Press, 2015 （2013

））, 357.
（
50
）　A

nderson, Benedict, Im
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m
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等
を
参
照
。




